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令和８年第２回五木村議会定例会（第１号） 

 

令和８年６月24日 

午前10時00分開会 

於    議 場 

１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 委員会報告 

日程第５ 報告第１号 繰越明許費繰越計算書について（一般会計） 

日程第６ 報告第２号 事故繰越し繰越計算書について（一般会計） 

日程第７ 報告第３号 繰越明許費繰越計算書について（情報特別会計） 

日程第８ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（五木村税条例の一

部を改正する条例） 

日程第９ 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（五木村国民健康保

険税条例の一部を改正する条例） 

日程第10 議案第38号 農業委員会の委員の任命について（松井秀夫） 

日程第11 議案第39号 農業委員会の委員の任命について（中村恒雄） 

日程第12 議案第40号 農業委員会の委員の任命について（尾方繁之） 

日程第13 議案第41号 農業委員会の委員の任命について（豊原淳子） 

日程第14 議案第42号 農業委員会の委員の任命について（森下徳光） 

日程第15 議案第43号 農業委員会の委員の任命について（松永利至子） 

日程第16 議案第44号 工事請負変更契約の締結について（五木村義務教育学校体

育館空調整備工事） 

日程第17 議案第45号 令和８年度五木村一般会計補正予算（第１号） 

日程第18 議案第46号 令和８年度五木村国民健康保険特別会計補正予算 

（第１号） 

日程第19 議案第47号 令和８年度五木村介護保険特別会計補正予算 

（第１号） 

日程第20 議案第48号 令和８年度五木村情報通信事業特別会計補正予算 

（第１号） 

日程第21 質疑 

日程第22 討論 
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日程第23 採決 

日程第24 議員派遣について 

日程第25 閉会中の継続審査・調査について 

 

２．出席議員は次のとおりである。（７名） 

１番 田 山 淳 士 君 

２番 黒 木 一 秀 君 

３番 西 村 久 徳 君 

５番 園 田   久 君 

６番 中 村 俊 也 君 

７番 豊 永 勝 彦 君 

８番 早 田 吉 臣 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した者の職氏名（11名） 

  村 長 木 下 丈 二 君 

  総 務 課 長 竹 村 文 秀 君 

  ダム対策課長 土 肥 整 二 君 

  政策調整監 山 下 俊 彦 君 

  保健福祉課長 村 山 義 治 君 

  住民税務課長 大 岩 留 美 君 

  産業振興課長 土 肥 博 司 君 

  建 設 課 長 黒 木 光 重 君 

  会計管理者 髙 田 孝 浩 君 

  教 育 長 西   龍三郎 君 

  教 育 課 長 山 尾 浩 二 君 

 

５．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名（１名） 

議会事務局長 木 野 徹 也 君 



 

－ 5 － 

開会 午前10時00分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（早田吉臣君） ただいまの出席議員は７名であります。五木村議会の議員定数

は８名であります。したがいまして、ただいまの出席議員７名は地方自治法第113

条の規定による定足数に達しております。よって、会議は成立いたしました。 

これより令和８年第２回五木村議会定例会を開会します。 

本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（早田吉臣君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第110条の規定により、５番 園田議員、６番 中

村議員を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（早田吉臣君） 日程第２ 会期の決定を議題とします。 

議会運営委員長の報告を求めます。６番、中村委員長。 

○６番（中村俊也君） おはようございます。それでは、議会運営委員会の報告をいた

します。 

去る６月18日火曜日役場２階会議室において議会運営委員会を開催をいたしまし

た。これに先立ち、今回６月定例会提出案件については、臨時の全員協議会を開催

をし、村長、総務課長より説明をお受けしております。 

今定例会での執行部提出案件につきましては、報告３件、承認２件、人事案件６

件、工事変更請負契約の締結１件、補正予算４件、計16件でございます。 

以上の案件を議会運営委員会で検討した結果、お手元に配付をした会期日程であ

りますが、第１日目を、本日６月24日に開会いたしまして、諸般の報告、委員会報

告、議案の上程に伴う提案理由及び議案内容の説明、議案審議を予定をしておりま

す。第２日目の６月25日には、一般質問、議案審議、討論、採決を予定をしており

ます。また、一般質問につきましては、４名の方から通告書が提出をされておりま

す。質問及び答弁については、簡潔明瞭にお願いをいたします。 

第３日目の６月26日は議案審議、討論、採決、閉会という３日間の会期で、当委

員会では決定をしております。 

以上、会期の決定につきましては、議会運営委員会で決定をしたとおり、お取り

計らいいただきますようにお願いを申し上げまして、議長に報告をいたします。 
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以上でございます。 

○議長（早田吉臣君） お諮りします。委員長報告のとおり決定することに御異議ござ

いませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 異議なしと認め、会期は本日６月24日から６月26日までの３日

間と決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（早田吉臣君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

例月出納検査の報告を求めます。７番、豊永監査委員。 

○７番（豊永勝彦君） ７番、豊永です。おはようございます。 

まずは、一般会計及び特別会計でございます。 

五木村長 木下丈二様 

五木村議会議長 早田吉臣様 

五木村監査委員 牛草敏憲 

五木村監査委員 豊永勝彦 

例月現金出納検査の結果に関する報告の提出について 

地方自治法第235条の２第１項の規定により例月現金出納検査を実施したので、

同条第３項の規定により、その結果に関する報告を提出します。 

記 

１、検査の対象、会計管理者の権限に属する現金、歳計現金、一時借入金、基金、

歳計外現金の出納及び保管。 

２、検査現在期日、令和８年４月末日。 

３、検査実施日、令和８年５月20日。 

４、検査の結果及び意見、検査現在期日における歳計現金、一時借入金、基金、

歳計外現金の保管状況は別紙のとおりで、預金通帳、保管現金を現金出納簿等と照

合した結果、全て符合し、誤りなく適正に処理されていることを確認した。 

また、出納事務については、現金出納に係る諸帳簿及び証拠書類を関係帳票と照

合した結果、別紙「収支計算書」の計数に誤りはなく、何ら不正非違の点も見受け

られず、適正に処理されていることを認めた。 

なお、参考までに検査現在期日における現金現在高は、歳計現金２億3,337万

2,887円、一時借入金ゼロ、基金27億1,224万4,865円、歳計外現金5,694万7,105円、

現金現在高30億256万4,857円でございます。 

次のページに、令和７年度収支計算書、さらに歳計内現金管理状況の資料があり
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ます。また、次のページには基金の保管状況があります。保管状況は、最終的に合

計額を申し上げますが、27億1,224万4,865円でございます。 

それから、次のページには令和８年４月中の基金増減の明細が付いております。

御覧いただきたいと思います。さらに、その次のページには、令和８年４月分の歳

入歳出外現金保管状況調があります。こちらも合計額を申し上げますが、４月末現

在で5,694万7,105円でございます。 

それと、最後の２ページのほうに、本年３月と４月に行いました例月出納検査の

結果が添付してございますので御覧ください 

次に、公営企業会計の簡易水道事業です。 

五木村長 木下丈二様 

五木村議会議長 早田吉臣様 

五木村監査委員 牛草敏憲 

五木村監査委員 豊永勝彦 

簡易水道事業例月現金出納検査の結果に関する報告の提出について 

地方公営企業第27条の２第１項の規定により例月現金出納検査を実施したので、

同条第２項の規定により、その結果に関する報告を提出します。 

記 

１、検査の対象、地方公営企業法第27条規定による管理者の権限に属する現金、

歳計現金、一時借入金、基金、歳計外現金の出納及び保管。 

２、検査現在期日、令和８年４月末日。 

３、検査実施日、令和８年５月20日。 

４、検査の結果及び意見、検査現在期日における歳計現金、一時借入金、基金、

預金残高の保管状況は別紙のとおりで、預金通帳、保管現金を現金出納簿等と照合

した結果、全て符合し、誤りなく適正に処理されていることを確認した。 

また、出納事務については、現金出納に係る諸帳簿及び証拠書類を関係帳票と照

合した結果、別紙「収支計算書」の計数に誤りはなく、何ら不正非違の点も見受け

られず、適正に処理されていることを認めた。 

なお、参考までに、検査現在期日における現預金現在高は、歳計現金8,646円、

一時借入金ゼロ、基金ゼロ、預金残金3,051万8,300円、現預金現在高3,052万6,946

円でございます。 

次のページに、五木村水道事業会計収支表と、さらにその次に、現預金残高表が

あります。御覧いただきたいと思います。 

それと、最後の２ページには、本年３月と４月に行いました例月出納検査の結果

が添付してございますので、御覧ください。 
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次に、公営企業会計の農業集落排水事業です。 

五木村長 木下丈二様 

五木村議会議長 早田吉臣様 

五木村監査委員 牛草敏憲 

五木村監査委員 豊永勝彦 

農業集落排水事業例月現金出納検査の結果に関する報告の提出について 

地方公営企業法第27条の２第１項の規定により例月現金出納検査を実施したので、

同条第２項の規定により、その結果に関する報告を提出します。 

記 

１、検査の対象、地方公営企業法第27条の規定による管理者の権限に属する現金、

歳計現金、一時借入金、基金、歳計外現金の出納及び保管。 

２、検査現在期日、令和８年４月末日。 

３、検査実施日、令和８年５月20日。 

４、検査の結果及び意見、検査の現在期日における歳計現金、一時借入金、基金、

預金残高の保管状況は別紙のとおりで、預金通帳、保管現金を現金出納簿等と照合

した結果、全て符合し、誤りなく適正に処理されていることを確認した。 

また、出納事務については、現金出納に係る諸帳簿及び証拠書類を関係帳票と照

合した結果、別紙「収支計算書」の計数に誤りはなく、何ら不正非違の点も見受け

られず、適正に処理されていることを認めた。 

なお、参考までに、検査現在期日における現預金現在高は、歳計現金4,000円、

一時借入金ゼロ、基金ゼロ、預金残高1,077万4,139円、現預金現在高1,077万8,139

円でございます。 

次のページに、農業集落排水事業会計収支表、さらにその次に、現預金残高表が

あります。御覧ください。 

それと、最後の２ページに、本年３月と４月に行いました例月出納検査の結果が

添付してございますので御覧いただきたいと思います。 

以上で報告を終わります。 

○議長（早田吉臣君） 次に、人吉球磨広域行政組合議会の報告を求めます。５番、園

田議員。 

○５番（園田 久君） ５番、園田です。始めます。 

令和８年度第１回人吉球磨広域行政組合議会定例会報告書。令和８年３月25日。

令和８年第１回人吉球磨広域行政組合議会定例会２日目が、令和８年３月24日火曜

日午前10時から、人吉球磨クリーンプラザ大会議室で開催されました。 

日程第１、一般質問は、人吉市選出の５番、田中哲議員が、質問事項を新ごみ処
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理建設についてとして執行部の考えをただしました。 

続いて、議案第３号及び議案第４号の当初予算案件の２件について、事務局長か

ら補足説明を受け、議案ごとに質疑、採決を行いました。 

日程第２、議案第３号、令和８年度人吉球磨広域行政組合一般会計予算は、質疑

の後、簡易採決を行い、原案のとおり可決しました。 

日程第３、議案第４号、令和８年度人吉球磨広域行政組合一般会計経費の負担金

の総額は、議決の特例に関わるため、質疑の後、起立採決を行い、全員起立で原案

のとおり可決いたしました。 

日程第４、新ごみ処理施設建設に関する調査特別委員会委員長報告につきまして

は、議会での朗読を省略し、報告書のとおり会議録に掲載することが諮られ、了承

されました。 

日程第５、委員会の閉会中の継続調査については、議会運営委員会及び新ごみ処

理施設建設に関する調査特別委員会の申出のとおり了承されました。 

以上で、定例会２日目の審議を終了し、議会を閉会しました。 

以上、令和８年第１回人吉球磨広域行政組合議会定例会２日目の議会結果につい

て御報告いたします。 

○議長（早田吉臣君） 次に、行政報告を求めます。木下村長。 

○村長（木下丈二君） おはようございます。 

本日、令和８年第２回定例会を招集いたしましたところ、御多用の中、議員の皆

様に御出席をいただき誠にありがとうございます。 

今回は、令和８年度の最初の定例会開催となります。新たな執行体制のもと、役

場一丸となって村の振興、課題解決に取り組んでまいる所存であります。 

それでは、３月27日の臨時会以降の行政執行の主なものにつきまして、御報告い

たします。 

４月８日、義務教育学校五木学園の開校式が行われました。また、同日、入学式

及び進級式が行われ、前期課程１年生に４名が入学し、後期課程７年生に４名が進

級しました。総勢35名の児童・生徒が、大きな希望を胸に五木学園での新たな学校

生活をスタートさせました。 

４月９日、人吉高校五木分校で入学式が行われ、新たに10名の新入生が温かく迎

えられました。 

４月15日、くまもと林業大学校県南校の開校式が開催され、11名が入学されまし

た。そのうち、６名が五木村に住まわれており、村として卒業までの間、しっかり

と支援をしてまいります。 

４月20日、「小川第２砂防堰堤完成見学会」に出席しました。国において令和２
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年度に着手された砂防堰堤が今年３月に完成し、地元住民を含む関係者に公開され

ました。 

４月26日には、「五木の春 新緑祭り」が子守唄公園周辺にて開催され、小雨に

もかかわらず多くの来場者におこしいただきました。 

４月27日、いつき保育園、五木学年、人吉高校五木分校、くまもと林業大学校県

南校と五木村の五者で五木村の活性化及び人財育成に向けた教育包括連携協定を締

結いたしました。保育園から大学が隣接する20年一貫の教育環境を最大限に活用し、

人間力の向上と未来の村づくりを担う人材育成、村の活性化と持続的発展に取り組

んでまいります。 

５月８日、北九州市で九州地区道路利用者会議定時総会に出席し、その後、北九

州商工会議所観光部の計らいにより、岡本観光部会長をはじめ、武内市長との意見

交換を開催いただき、将来に向け多分野での連携を模索していくことで確認いたし

ました。 

５月14日から21日にかけて、村内５会場で行政座談会を開催し、村民の皆様に振

興計画を御説明するとともに、皆様からの御意見や地区の課題等をお伺いしました。

各地区でいただいた御意見をしっかりと受け止め、今後の村づくりに生かしてまい

ります。 

５月16日、いつき保育園、五木学園、人吉高校五木分校の合同大運動会が開催さ

れました。「笑顔満開～大きな手と小さな手あわせてつくる大運動会～」のスロー

ガンのもと、五木学園として最初の運動会となる記念すべき節目の一日となり、子

どもたちの成長した姿を見ることができました。 

午後からは、チャリティークラシックカーイベント「ＧＯ！ＧＯ！ラリーｉｎ熊

本2026」において、唐沢夫婦をはじめ、120台のクラシックカーが五木村を走行さ

れ、子守唄公園・かやぶき民家にお立ち寄りいただきました。多くの方に来場いた

だき、五木村の魅力をＰＲする良い機会となりました。 

５月18日、村内で養殖されたウナギの実食会を開催いたしました。村の新たな特

産品「くまもと五木清王うなぎ」として全国へ発信できるよう、引き続き支援して

まいります。 

５月22日、山梨県丹波山村で「小さな村ｇ７サミット」に出席してまいりました。

７村長で、小さな村が抱える課題や可能性について認識を共有し、相互連携を強固

なものとし、我が国の地方創生を牽引する存在となることを共同宣言にて採択いた

しました。 

５月23日、横浜市で東日本五木ふるさと会の総会及び交流会を開催いたしました。

秋には西日本五木ふるさと会を設立予定であり、五木村出身者や五木村にゆかりの
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ある方々の親睦を深める機会づくりを行ってまいります。 

５月28日、上京し、全国治水砂防協会総会に、翌29日には全国治水期成同盟会連

合会総会に出席しました。 

５月31日に、竹の川地区宅地かさ上げ及び道路改良工事着工式を、県との共催で

開催しました。球磨川水系河川整備計画に基づく抜本的な治水対策により、村民の

安全・安心の向上につながるものと期待しております。 

６月３日、五木村防災会議を開催しました。気象庁の発表では、６月４日に、熊

本県を含む九州北部地方が梅雨入りしました。改めて各関係機関と情報共有を密に

しながら、防災体制の整備や災害の備えに万全を期してまいります。 

６月４日、球磨川流域治水協議会に出席しました。 

翌５日には、議員の皆様と共に、国・県を訪問し、ひかり輝く新たな五木村の早

期実現に向けた地域振興に関する要望を行ってまいりました。国におかれては、国

土交通省の廣瀬技監と林水管理・国土保全局長をはじめとした関係部局、県におか

れては木村知事、両副知事のほか、関係部長にも対応いただき、村の要望をしっか

りと受け止めていただいたものと認識しております。 

６月11日、学校方針ＣｏＩＵ（コー・アイユー）と教育研究プログラム・カリキ

ュラムの連携に関する協定を締結しました。当校は、世代や立場、地域を越えた学

び合いを通じて地域課題のチャレンジと解決を目指されており、インターンシップ

受入先として五木村を選定いただいております。今後、地域との交流により五木村

の魅力の体感や人間力の向上、にぎわいづくりなどにつながるよう、村として支援

してまいります。 

６月14日、第33回球磨郡消防ポンプ操法大会に出席しました。五木村からは、小

型ポンプ操法の部に第１分団が参加いたしております。 

以上、行政報告とさせていただきます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 委員会報告 

○議長（早田吉臣君） 次に、日程第４ 令和８年第１回定例会で川辺川ダム対策再建

特別委員会に付託された要望の報告を求めます。１番、田山委員長。 

○１番（田山淳士君） それでは、報告いたします。 

五木村議会議長 早田吉臣様 

五木村議会川辺川ダム対策再建特別委員会委員長 田山淳士 

委員会調査報告について 

調査事件について、調査結果を次のとおり、会議規則第72条の規定により報告し

ます。 



 

－ 12 － 

１、調査の経過。期日、令和８年５月14日木曜日と６月３日の二日間でございま

す。 

２、出席した委員及び職員。これは議員全員が委員でございますので、７名全員

出席でございます。これは８名と書いてありますが、７名に訂正をお願いいたしま

す。これに事務局長を入れて総人数が８名でございます。 

説明のために出席した職員、なし。 

調査の経過。令和７年12月25日付けで提出された流水型ダム賛否を問う住民投票

条例の制定について、令和８年第１回五木村議会定例会にて川辺川ダム対策再建特

別委員会へ調査・審査が付託されたため、審議を行った。 

５、要望の概要。住民投票の制定条例を求める要望書に対し、不採択とした令和

８年12月12日付、五議第149号の回答を精査したところ、審議が尽くされていない

点が見受けられるため、再度審議をお願いしたい。 

６、まとめ。特別委員会は、本要望を再度不採択と決定した。委員会において、

前回の採択の判断に対し、これを見直すべき新たな事情、新たな事実関係、または

判断を変更するに足りる特段の理由は認められず、前回通知した不採択理由に関す

る御指摘についても確認を行ったが、委員会としては判断過程及び結論に不合理な

点はなく、令和７年12月12日付、五議第149号の決定は妥当なものと判断した。 

以上、委員会報告といたします。 

以上です。 

○議長（早田吉臣君） ただいまの委員長報告について、全議員参加の特別委員会で質

疑と討論は終了していますので、質疑及び討論は省略し、採決を行います。 

先ほどの委員長報告のとおり、決定することに御異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前10時25分 

再開 午前10時33分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（早田吉臣君） それでは、休憩前に引き続き、会議を始めます。 

ただいまの委員長報告について、全議員参加の特別委員会で質疑と討論は終了し

ていますので、質疑及び討論は省略し、採決を行います。 

先ほどの委員長報告のとおり、決定することに御異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 異議なしと認め、要望第１号は不採択と決定しました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 報告第１号 繰越明許費繰越計算書について（一般会計） 

日程第６ 報告第２号 事故繰越し繰越計算書について（一般会計） 

日程第７ 報告第３号 繰越明許費繰越計算書について（情報特別会計） 

日程第８ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（五木村税条例の一

部を改正する条例） 

日程第９ 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（五木村国民健康保

険税条例の一部を改正する条例） 

日程第10 議案第38号 農業委員会の委員の任命について（松井秀夫） 

日程第11 議案第39号 農業委員会の委員の任命について（中村恒雄） 

日程第12 議案第40号 農業委員会の委員の任命について（尾方繁之） 

日程第13 議案第41号 農業委員会の委員の任命について（豊原淳子） 

日程第14 議案第42号 農業委員会の委員の任命について（森下徳光） 

日程第15 議案第43号 農業委員会の委員の任命について（松永利至子） 

日程第16 議案第44号 工事請負変更契約の締結について（五木村義務教育学校体

育館空調整備工事） 

日程第17 議案第45号 令和８年度五木村一般会計補正予算（第１号） 

日程第18 議案第46号 令和８年度五木村国民健康保険特別会計補正予算 

（第１号） 

日程第19 議案第47号 令和８年度五木村介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第20 議案第48号 令和８年度五木村情報通信事業特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（早田吉臣君） 日程第５ 議案に入りますが、議案名につきましては事務局長

に朗読をさせます。 

○議会事務局長（木野徹也君） それでは、議長の指示により議案を朗読いたします。 

日程第５、報告第１号、繰越明許費繰越計算書について、日程第６、報告第２号、

事故繰越し繰越計算書について、日程第７、報告第３号、繰越明許費繰越計算書に

ついて（情報特別会計）、日程第８、承認第２号、専決処分の承認を求めることに

ついて（五木村税条例の一部を改正する条例）、日程第９、承認第３号、専決処分

の承認を求めることについて（五木村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）、

日程第10、議案第38号、農業委員会の委員の任命について、日程第11、議案第39号、

農業委員会の委員の任命について、日程第12、議案第40号、農業委員会の委員の任

命について、日程第13、議案第41号、農業委員会の委員の任命について、日程第14、

議案第42号、農業委員会の委員の任命について、日程第15、議案第43号、農業委員
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会の委員の任命について、日程第16、議案第44号、工事請負変更契約の締結につい

て、日程第17、議案第45号、令和８年度五木村一般会計補正予算（第１号）、日程

第18、議案第46号、令和８年度五木村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、

日程第19、議案第47号、令和８年度五木村介護保険特別会計補正予算（第１号）、

日程第20、議案第48号、令和８年度五木村情報通信事業特別会計補正予算（第１

号）。 

以上でございます。 

○議長（早田吉臣君） それでは、以上の議案を一括上程します。 

これより提案理由の説明を求めます。木下村長。 

○村長（木下丈二君） 提案理由を申し上げます。提案いたしております議案について

御説明いたします。 

今議会へ提案いたします議案は、報告案件３件、専決処分の承認案件２件、人事

案件６件、工事請負変更契約案件１件、補正予算案件４件の計16議案であります。 

報告第１号は、一般会計において令和７年度から繰り越しをいたしました繰越明

許費の計算書を報告するものであります。 

報告第２号は、一般会計において令和７年度繰越明許費に係る経費を繰り越しと

いたしました事故繰越しの計算書を報告するものであります。 

報告第３号は、情報通信事業特別会計において令和７年度から繰り越しをいたし

ました繰越明許費の計算書を報告するものであります。 

承認第２号及び承認第３号は、専決処分の承認をお願いするものであります。 

議案第38号、議案第39号、議案第40号、議案第41号、議案第42号及び議案第43

「農業委員会の委員の任命について」は、農業委員の任期満了に伴い、新たに農業

委員を選任することについて議会の同意をお願いするものであります。 

議案第44号「工事請負変更契約の締結について」は、契約締結に当たり、地方自

治法及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定に

基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

議案第45号「令和８年度五木村一般会計補正予算（第１号）」は、既決予算に歳

入歳出それぞれ５億2,238万2,000円を追加し、歳入歳出予算それぞれの総額を55億

9,115万5,000円とするものであります。 

主な歳出といたしまして、人事異動に伴う人件費のほか、県から交付いただく５

億円の五木村振興基金積立金や、落雷によって不具合が生じている防災行政無線や

五木学園体育館火災報知器の修繕料を計上しております。 

議案第46号「令和８年度五木村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」は、

既決予算から歳入歳出それぞれ81万4,000円を減額し、歳入歳出予算それぞれの総
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額を１億3,379万3,000円とするものであります。 

人事異動に伴う人件費の減額を計上しております。 

議案第47号「令和８年度五木村介護保険特別会計補正予算（第１号）」は、既決

予算から歳入歳出それぞれ55万4,000円を減額し、歳入歳出予算それぞれの総額を

２億1,509万4,000円とするものであります。 

人事異動に伴う人件費の減額を計上しております。 

議案第48号「令和８年度五木村情報通信事業特別会計補正予算（第１号）」は、

既決予算に歳入歳出それぞれ157万7,000円を追加し、歳入歳出予算それぞれの総額

を5,415万8,000円とするものであります。 

以上でございます。これらの議案の詳細につきましては、職員から説明いたしま

すので、御審議の上、御決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（早田吉臣君） それでは、報告第１号から報告第３号までの説明を求めます。

竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） それでは、報告第１号から第３号まで、続けてになります

が、よろしくお願いします。その前に、お手元に右肩に総務課という資料を置いて

おります。こちらのほうでも説明をいたしますので御用意いただければと思います。 

それでは、まず報告第１号です。繰越明許費繰越計算書について。令和７年度五

木村一般会計補正予算（第７号）第２表の繰越明許費は、別紙のとおり翌年度に繰

り越したので、地方自治法施行令第146条第２項の規定により報告するということ

で、先ほど申しました資料の１枚おめくりいただいて１ページ目、右肩にページを

付けております。こちらのほうで説明したいと思います。 

まず、上からなんですが、総務費の総務管理費、戸籍住民登録費合わせまして、

総務費、総事業費が729万4,000円、翌年度繰越額が502万6,000円ということで、財

源につきましては右側に書いておりますが、国庫支出金、県支出金になっておりま

す。 

続きまして、その下の衛生費です。保健衛生費の梶原地区簡易水道施設改修事業

外２件が総事業費が8,472万円、翌年度繰越額が3,810万円、財源の内訳が地方債、

これは過疎債ですけれども2,760万円、その他40万円は地元の負担金になります。

一般財源が1,010万円です。 

中央よりちょっと上ですけど、農林水産業費、林業費で森林環境保全整備事業、

総事業費が3,895万9,000円、翌年度繰越が1,433万9,000円。財源的には県支出金が

417万1,000円、それから980万円、一般財源が当たっております。 

次に、中央付近、商工費です。いつきちゃん商品券事業ということで総事業費が

2,780万円、翌年度繰越額が120万円でございます。 
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その下の土木費の道路橋梁費及び住宅費合わせまして、土木費の計が総事業費が

３億6,883万円、翌年度繰越額が１億3,864万6,000円、財源的に国庫支出金、五木

村の振興基金、地方債等を充てているところです。 

その下、教育費になります。中学校費で五木村義務教育学校校舎（職員室）改修

工事及び五木村義務教育学校体育館空調設備工事、教育費合わせまして総事業費が

１億100万円、翌年度繰越が6,312万9,000円ということで、財源的に国庫支出金、

これは地方債、一般財源となっております。 

最後になりますが、災害復旧費です。農林水産業費、林道災害ですね、村道災害

になります。災害復旧費合わせまして７億3,756万6,000円、翌年度繰越額が４億

1,403万6,000円となっております。国庫支出金、地方債、一般財源と財源的にはな

っております。 

一番下の合計ですが、繰り越した額の総事業費ですけども、総事業費が13億

6,616万9,000円、翌年度繰越額が６億7,447万6,000円、財源的な内訳で国庫支出金

が４億6,517万7,000円、県支出金が491万6,000円、振興基金が8,032万8,000円、地

方債で8,810万円、その他で1,020万円、最後に一般財源が2,575万5,000円になりま

す。 

報告第１号は以上でございます。 

続きまして、報告第２号に移りたいと思います。報告第２号、事故繰越し繰越計

算書について。地方自治法施行令第150条第３項の規定により、令和７年度五木村

事故繰越し繰越計算書を次のとおり報告するということで、これも先ほどの資料の

２ページを御覧いただきたいと思います。ここは去年もお示ししたんですが、前段

で事故繰越しとは何ぞやということで書いておりますので、後ほどでも御覧いただ

きたいと思います。今回、事故繰越しが災害復旧費、農林水産業費の災害です、林

道相良五木線外１件の災害復旧費です。支出負担行為額が５億2,360万円。翌年度

繰越額が２億5,276万円。財源的の内訳は、県支出金、地方債、一般財源となって

おります。 

その下の、村道白蔵線地すべり災害復旧事業です。支出負担額が１億円、翌年度

繰越が9,860万円。財源的には国庫支出金がすべてでございます。災害復旧費、事

故繰越し合わせまして６億2,360万円、翌年度繰越額が３億5,336万円、国庫支出金

が9,860万円、県支出金２億4,660万3,000円、地方債で650万円、一般財源で165万

７,000円です。 

以上が報告第２号の事故繰越計算書です。 

続きまして、報告第３号に移ります。繰越明許費繰越計算書について。令和７年

度五木村情報通信事業特別会計補正予算（第４号）第１表の繰越明許費は、別紙の
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とおり翌年度に繰り越したので、地方自治法施行令第146条第２項の規定により報

告するということで、資料の先ほどの続きです、２ページのところですけれども、

一番下に報告第３号、繰越明許費計算書についてということで情報通信事業特別と

書いております。 

款項、総務費、総務管理費で事業名が光ケーブル移設工事、これは川辺川流水型

ダム事業予定地です、いわゆる水没予定地です。総事業費が697万4,000円、翌年度

全額繰り越ししております。その他の財源ということでとで697万4,000円です。 

一番下に※で書いております。これは昨年度12月に補正予算を組みました。水没

予定地内ある光ケーブル、あるいは自営柱等の移転で、先ほどのその他の財源697

万4,000円、これは国土交通省の補償金になります、全額入ってくるものです。工

事的には７月中、もう終わるということでした。７月中には完全に移転してしまう

ということでございます。 

以上をもちまして、報告第１号から第３号までの説明を終わります。 

○議長（早田吉臣君） 次に、承認第２号から承認第３号までの説明を求めます。大岩

住民税務課長。 

○住民税務課長（大岩留美君） よろしくお願いします。それでは、それぞれ御説明申

し上げます。 

承認第２号からです。専決処分の承認を求めることについてです。地方自治法第

179条第１項の規定によって、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定

によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。 

次をお願いします。 

専決第２号、専決処分書。 

地方自治法第179条の第１項の規定により、別紙のとおり専決する。 

令和８年３月31日でございます。 

専決処分は、五木村税条例の一部を改正する条例でございます。 

専決の理由を申し上げます。令和８年３月31日に、地方税法等の一部を改正する

法律、地方税法施行令等の一部を改正する政令並びに地方税法施行規則及び地方税

法施行規則の一部を改正するなどの省令の一部を改正する省令、令和８年総務省令

第45号、第46号及び第45号の地方税法施行規則の一部を改正する省令がそれぞれ公

布され、原則として令和８年４月１日から施行されることに伴い、関係規定を整理

する必要があるため、専決処分を行うものでございます。 

次をお願いします。五木村税条例の一部を改正する条例。五木村税条例の一部を

次のように改正する。 

改正の内容につきましては、第18条の３から第91条までと附則第６条から第20条
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の３まででございます。 

改正についての概要も御用意しておりますが、主なものを説明いたしますので、

お手元に住民税務課の資料をお願いいたします。資料のほうはタブレットにも入っ

ておりますが、今日、こちらのほう、紙でも置いておりますので、タブレットのほ

うが大きくできるので見やすいかもしれません。 

まず、個人住民税関係でございます。条例第34条の７は、寄附金税額控除の改正

でございまして、ふるさと納税制度の見直しにより、復興特別所得税の課税期間の

延長及び防衛特別所得税の創設に伴う改正と個人住民税の特別控除額の上限の設定

などでございます。 

第36条の３の３は、公的年金等受給者の扶養親族等申告書の見直しで、令和９年

からの適用になります。所得税におきまして扶養親族等申告書の提出が不要な場合

であっても、個人住民税においては扶養親族等の必要な情報が得られるよう提出義

務の範囲を拡大するものでございます。 

次に、固定資産税でございます。条例第63条は、固定資産税の免税点の改正で、

物価指数等が上昇していることを踏まえた見直しになります。土地は30万円据え置

きですが、家屋が「20万円」から「30万円」、償却資産が「150万円」から「180万

円」に改正となります。適用は令和９年度からになります。 

次に、軽自動車税でございます。条例第18条の３、第80条以降につきましては、

軽自動車税環境性能割の廃止及び軽自動車税種別割の名称変更等になります。環境

性能割の廃止によりまして軽自動車税種別割から軽自動車税に名称を変更されたこ

とに伴う関係規定の改正になります。環境性能割廃止に伴いまして地方税の減収分

は、国の責任で安定財源を確保することになっております。また、これまで説明し

ました改正に併せて必要な附則についても改正されるものでございます。 

最後に、今回の改正は、原則施行日は令和８年４月１日となりますが、地方税法

等の一部を改正する法律及び地方税法施行令等の一部を改正する政令等によりまし

て、異なる施行日を一括して改正するものでございます。 

以上、承認第２号について御説明いたしました。 

続きまして、承認第３号についてでございます。資料のほうをお願いいたします。 

承認第３号、専決処分の承認を求めることについてでございます。地方自治法第

179条の第１項の規定によって別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定

によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。 

次をお願いします。専決第３号、専決処分書。 

地方自治法第179条の第１項の規定により別紙のとおり専決する。 

令和８年３月31日付でございます。 
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専決処分は、五木村国民健康保険税条例の一部を改正する条例でございます。 

専決の理由を申し上げます。令和６年に公布した子ども・子育て支援法等の一部

を改正する法律により、令和８年度から子ども・子育て支援金制度が創設され、子

ども・子育て支援納付金を賦課徴収するとされることと、令和８年３月31日に地方

税法施行令等の一部を改正する政令等がそれぞれ公布され、令和８年４月１日から

施行されることに伴い関係規定を整理する必要があるため専決処分を行うものでご

ざいます。 

次をお願いします。五木村国民健康保険税条例の一部を改正する条例。五木村国

民健康保険税条例の一部を、次のように改正する。 

改正の内容につきましては、第２条から第23条５までと附則の改正でございます。

最後のほうに改正の概要も用意しておりますが、こちらも主なものを説明いたしま

すので、住民税のほうの資料を手元にお願いいたします。 

それでは、説明します。今回の改正では、子ども・子育て支援法の一部改正に基

づき、令和８年度から全世代、全経済主体で子育て世帯を支える新しい分かち合い、

連帯の仕組みとして子ども・子育て支援金制度が創設されたことに伴いまして国民

健康保険税と合わせて賦課徴収するため条例の改正が必要になったものでございま

す。 

まず、条例第９条の３から５につきましては、子ども・子育て支援納付金の課税

額の主な算定構造を規定しております。県から示された市町村標準保険料率を参考

に、所得割率0.25％、均等割額1,300円、18歳以上の均等割額10円としております。

これは令和９年度以降は移行期間もございますが、原則、県から示される市町村標

準保険料率に統一されなければならないことから、賦課方式は所得割と均等割の２

方式、税率共に合わせることとするためでございます。子ども・子育て支援納付金

分の課税見込額が、仮に資料のような世帯の場合、試算しますと年額2,700円ほど

の増加となる見込みでございます。そのほか、それぞれの所得ごとの試算表を上げ

ておりますので、後ほど御参照いただければと思います。 

そのほか、条例第３条が限度額の改正でございますが、こちらは資料の次のペー

ジになります、４ページになります。今回の改正で医療給付分を「66万円」から

「67万円」に、新設で子ども・子育て支援金分を３万円とし、そのほかは据え置き

としております。 

次に、第23条からは、低所得者及び未就学児、産前産後期間、子ども・子育ての

軽減措置になります。軽減判定基準額の算定方法を示しておりますが、５割軽減と

２割軽減の部分にそれぞれ引き上げることとしております。数字のほう、線のほう

を引いているところでございます。 
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最後に、条例の改正文の最後のページをお願いします。説明資料ではなくて、専

決処分のほうの資料になります。附則になります。この条例は、令和８年４月１日

から施行するとし、適用区分は令和８年度以後の年度分の国民健康保険税について

適用し、令和７年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例によるとい

たしております。 

今回の改正により新設されました子ども・子育て支援納付金賦課額につきまして

は、国民健康保険運営協議会へ諮問しており、熊本県で保険料率が統一されること

を考慮すれば、賦課方式、税率が総合的に判断し適当であるとの答申をいただいて

おります。また、その内容につきましては、村民に十分周知を行うこととされてお

りますので、７月に予定されております保健福祉課の事業説明会において、その内

容の説明を行うよう計画がされているところでございます。 

承認第３号につきまして御説明いたしました。 

以上、承認第２号、承認第３号についての説明を終わります。よろしくお願いい

たします。 

○議長（早田吉臣君） ここで暫時休憩をいたします。11時15分までお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前11時03分 

再開 午前11時16分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（早田吉臣君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

次に、議案第38号から議案第43号までの説明を求めます。木下村長。 

○村長（木下丈二君） 議案第38号、農業委員会の委員の任命について。 

五木村農業委員会委員に、次の者を任命したいので、農業委員会等に関する法律

第８条第１項の規定により議会の同意を求める。 

住所、生年月日についてはお手元の資料のとおりであります。 

氏名、松井秀夫。 

提案理由。農業委員の任期が令和８年７月19日に満了することに伴い、新たに農

業委員を選任する必要がある。これが、この議案を提出する理由でございます。 

今後、第43号までは同文でございますので、提案理由は割愛をさせていただきた

いと思っております。よろしくお願いいたします。 

議案第39号、農業委員会の委員の任命について。 

五木村農業委員会委員に、次の者を任命したいので、農業委員会等に関する法律

第８条第１項の規定により議会の同意を求める。 

氏名、中村恒雄。 
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住所、生年月日についてはお手元の資料のとおりであります。 

議案第40号、農業委員会の委員の任命について。 

五木村農業委員会委員に、次の者を任命したいので、農業委員会等に関する法律

第８条第１項の規定により議会の同意を求める。 

氏名、尾方繁之。 

住所、生年月日についてはお手元の資料のとおりであります。 

議案第41号、農業委員会の委員の任命について。 

五木村農業委員会委員に、次の者を任命したいので、農業委員会等に関する法律

第８条第１項の規定により議会の同意を求める。 

氏名、豊原淳子。 

住所、生年月日についてはお手元の資料のとおりであります。 

議案第42号、農業委員会の委員の任命について。 

五木村農業委員会委員に、次の者を任命したいので、農業委員会等に関する法律

第８条第１項の規定により議会の同意を求める。 

氏名、森下徳光。 

住所、生年月日はお手元の資料のとおりであります。 

議案第43号、農業委員会の委員の任命について。 

五木村農業委員会委員に、次の者を任命したいので、農業委員会等に関する法律

第８条第１項の規定により議会の同意を求める。 

氏名、松永利至子。 

住所、生年月日はお手元の資料のとおりであります。 

合計６名でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（早田吉臣君） 次に、議案第44号の説明を求めます。山尾教育課長。 

○教育課長（山尾浩二君） おはようございます。それでは、議案の説明をいたします。 

議案第44号、工事請負変更契約の締結について、次のとおり工事請負変更契約を

締結する。 

１、契約の目的。五木村義務教育学校体育館空調設備工事。 

２、契約金額。当初5,496万7,000円。変更5,581万2,148円。増額84万5,148円で

す。 

３、契約の相手方。熊本県人吉市上薩摩瀬町1407の４。日建電設株式会社人吉支

店です。 

提案理由につきましては、地方自治法第96条第１項第５号及び議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、当該契約は議

会の議決に付する必要があるということでございます。 
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具体的な理由につきましては、お手元の教育委員会の資料を御覧いただければと

思います。タブレットのほうにも掲載しておりますので、１ページのほうを御覧い

ただければと思います。資料の左下のほうに変更理由を書かせていただいておりま

す。今回の変更につきましては、室外機の附帯工事ということで、安全防護ネット

の追加の分を変更しております。８基分という形でございます。 

理由としましては、体育館周辺での児童・生徒が室外機に接触することによりま

す事故防止の観点から、安全対策として防護ネットを追加設置するものということ

でございます。 

また、将来的に、今、新校舎を建設しておりますけれども、完成後の校舎一体型

で体育館を活用するに当たりまして、特に低学年については安全対策の必要性があ

るということから、学校からも強い要望があったということで今回、変更を行うと

いうことでございます。 

主な理由につきましては、以上でございます。 

右側に、参考で図面を付けさせていただいております。上のほうが防護ネットの

形状等の図面になります。右下につきましては、配置図ということで、８基の分の

赤の部分について設置するというものでございます。 

以上で、議案の説明を終わります。 

○議長（早田吉臣君） 次に、議案第45号の説明を求めます。竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） それでは、議案第45号、一般会計の補正予算の説明を申し

上げます。 

１ページ、おめくりいただきたいと思います。 

令和８年度五木村一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５億2,238万2,000円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ55億9,115万5,000円とする。 

２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

その下が債務負担行為の補正です。 

第２条 債務負担行為の補正は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

次の２ページをお願いします。第１表の歳入歳出予算補正ですが、まず、歳入の

ほうから申し上げます。補正予算額のみを申し上げます。国庫支出金の国庫補助金

で７万7,000円、県支出金の県補助金で５億ちょうどでございます。財産収入の財

産運用収入及び財産売払収入、合わせまして333万6,000円、繰入金で1,021万9,000

円、一番下の諸収入の雑入で875万円です。一番下の歳入合計額が、補正前の額50
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億6,877万3,000円、補正予算額が５億2,238万2,000円、合わせまして55億9,115万

5,000円です。 

次の３ページが歳出になります。こちらも、補正予算額のみ申し上げます。一番

上から総務費の総務管理費と徴税費、合わせまして５億770万1,000円です。民生費

の社会福祉費で減額の327万5,000円です。衛生費の保健衛生費で108万5,000円です。

農林水産業費の農業費、林業費、合わせまして減額の161万5,000円。その下の商工

費です、商工費で、こちらも減額の37万8,000円、土木費の道路橋梁費で455万

1,000円、消防費で1,271万5,000円です。一番下になりますが、次のページにもま

たがっております、教育費の教育総務費から、次のページになりますが、社会教育

費まで合わせまして86万2,000円です。 

４ページに入りますが、災害復旧費です。災害復旧費の公共土木災害復旧費で11

万円ちょうどでございます。歳出合計が50億6,877万3,000円、補正予算額が５億

2,238万2,000円、合わせまして55億9,115万5,000円になります。 

次のページ、５ページをお願いします。第２表の債務負担行為の補正ということ

で事項等書いております。所管的には産業振興課ですが、道の駅子守唄の里五木温

泉施設夢唄整備工事監理業務委託、期間が令和９年度、限度額が1,000万でござい

ます。その下は、こちらの道の駅でございます、の温泉ですが、夢唄の建築工事、

こちらの期間が９年度で、限度額が２億3,000万円です。最後になりますが、こち

らも温泉夢唄です。電気機械設備工事、９年度までで限度額１億1,000万円です。

合わせまして、一番下ですが３億5,000万円となります。 

次に、事項別明細の歳出にいきたいと思います。10ページをお願いします。前段

ですが、多岐にわたっておりますけども、全体的に令和８年４月１日で異動があっ

ておりますので人件費の増減が主になってきておるところでございます。 

10ページの一般管理費、今申し上げた人件費の増減がほとんどでございます。財

政調整基金、目になりますが、公共施設整備基金積立金が138万6,000円、その下、

18、目になりますが生活交通対策費で印刷製本費が減額しております、200万。そ

の下が委託料で新交通体系運行に係る業務委託料ということで500万。それから一

番下になります、五木村振興基金で積立金です、五木村振興基金積立金で５億。そ

の利子になりますが135万円です。 

続きまして、11ページの人件費の変更です。割愛させていただきます。すみませ

ん、前段で申し上げます。職員につきましては、令和８年４月に新規採用２人、異

動が18人でございましたので、それの増減額です。 

その下の12ページをお願いします。民生費になりますが、上のほうは人件費がほ

とんどです。３目の国民年金、中央付近ですけど、委託料です、一番下の国民年金
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システム改修業務委託料ということで100万1,000円です。 

次の13ページをお願いします。こちらは衛生費になりますが、一番下になります、

環境衛生費の工事請負費で竹の川公衆トイレ解体工事で60万円。 

14ページの人件費の増減です。 

次の15ページもお願いしたいんですが、こちらについても商工費、土木費ありま

すけども、こちらもすべて異動に伴う人件費の増減です。 

次に16ページでございます。一番上の消防費の非常備消防費で、報償費ですが退

職消防団員永年勤続功労金ということで、いわゆる通常私たち退職金といっていま

すが、功労金で、これは五木村独自の決まりにより払うものです。22万円です。真

ん中、消防施設費で防災行政無線仰烏帽子中継局修繕料で1,200万円、災害対策費

で通信運搬費を49万5,000円計上しております。 

それから、16ページの一番下ですが、教育費になります。教育委員会管理費とい

うことで需用費の修繕料ですが、五木学園第一校舎体育館火災報知器修繕料で50万

円計上しております。 

次に、一番最後になりますが、17ページです。こちらも教育費続きますけども、

２目の中央公民館費です、こちらも修繕料になります。西地区集会室外灯取替修繕

料で60万円を計上しております。 

18ページからは給与明細費になっておりますので、後ほどでも御覧いただきたい

と思います。 

続きまして、歳入です。８ページをお願いします。少々飛びますが、中央付近、

県支出金の総務費補助金で五木村振興交付金、振興基金になりますが、５億円です。 

若干飛ばさせていただきます、９ページをお願いします。上から財政調整基金繰

入金が661万9,000円、その下が公共施設整備基金繰入金が60万円、一番下、五木村

振興基金繰入金で300万円計上しております。それから、一番下の20款になります

が、諸収入の雑入に建物共済として875万円を計上しております。これは先ほどの

防災無線、雷ですけども、防災無線と中学校体育館の雷による故障の補償金、７割

程度で今のところ計上しておるところでございます。 

以上で、議案第45号の説明を終わります。 

○議長（早田吉臣君） 次に、議案第46号から議案第47号までの説明を求めます。村山

保健福祉課長。 

○保健福祉課長（村山義治君） それでは、議案の説明をいたします。議案第46号につ

いて説明いたします。 

予算書１ページを御覧ください。令和８年度五木村国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）は、次に定めるところとする。 
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（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ81万4,000円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億3,379万3,000円とする。 

２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

２ページ、３ページを御覧ください。第１表、歳入歳出予算補正です。歳入、繰

入金、一般会計繰入金、補正予算額が81万4,000円の減額でございます。歳入合計

が１億3,379万3,000円となります。 

次に、３ページ、歳出です。総務費、総務管理費、補正予算額81万4,000円の減

額。合計１億3,379万3,000円でございます。 

続きまして、歳出明細７ページを御覧ください。歳出につきましては、４月の人

事異動に伴う職員人件費の補正でございます。歳入につきましては、一般会計から

の繰入金を充てております。 

以上で、議案第46号の説明を終わります。 

次に、議案第47号の説明をいたします。予算書１ページを御覧ください。タブレ

ットに掲載しております保健福祉課予算資料を御覧いただきながらお願いいたしま

す。 

令和８年度五木村介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ55万4,000円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億1,509万4,000円とする。 

２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

２ページ、３ページを御覧ください。第１表、歳入歳出予算補正です。補正予算

額のみ申し上げます。１、保険料、介護保険料21万3,000円、国庫支出金、国庫補

助金35万3,000円、県支出金、県補助金17万6,000円、繰入金129万6,000円の減額、

トータル55万4,000円の減額で、２億1,509万4,000円となります。 

３ページ、歳出です。総務費、総務管理費147万2,000円の減、地域支援事業費91

万8,000円、トータル55万4,000円の減、２億1,509万4,000円となります。 

続きまして、歳出明細となります。８ページを御覧ください。まず、一般管理費

でございますが、ここは人事異動に伴う職員人件費の補正でございます。 

次に、包括的支援事業費でございます。まず、これは五木村地域包括支援センタ

ーの業務一部を委託するもので、90万円を計上しております。これにつきましては、
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保健福祉課の資料を御覧いただきたいと思います。補正理由といたしましては、五

木村地域包括支援センター業務におきまして職員の退職によりましてケアマネジャ

ーが不在となるため、職員が担っていたケアマネジメント業務を村内介護事業所に

委託するものでございます。地域包括支援センターといいますのは、市町村が設置

主体となりまして、保健師、社会福祉主任、介護支援専門員、ケアマネジャー、三

職種のアプローチによりまして住民の健康保持、生活の安定のために必要な援助を

行うことにより保険費用の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的とし

てつくられた施設でございまして、五木村地域包括支援センターは平成18年４月に

設置しております。 

中身の業務につきましては、介護予防教室の開催であったり、総合相談事業、ま

た包括的ケアマネジメント業務でございまして、その中の介護予防ケアマネジメン

ト業務、介護予防ケアプランの作成等を委託するものでございます。 

次に、６ページ、７ページを御覧ください。歳入でございます。歳入につきまし

ては、一般会計からの繰入金、包括的支援事業費の財源といたします国・県からの

交付金、保険料を計上し、それに財源として充てております。 

以上で、議案第47号の説明を終わります。 

○議長（早田吉臣君） 次に、議案第48号の説明を求めます。竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） それでは、議案第48号、情報通信の特別会計の補正予算で

ございます。 

１ページ、おめくりいただきます。令和８年度五木村情報通信事業特別会計補正

予算（第１号）は次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ157万7,000円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ5,415万8,000円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

次の２ページをお願いします。第１表、歳入歳出予算補正でございます。まず、

歳入の補正予算額のみ申し上げます。一番上、諸収入の雑入で45万3,000円、その

下が繰入金で112万4,000円です。歳入合計が補正前の額5,258万1,000円、補正額

157万7,000円、合わせまして5,415万8,000円です。 

次のページ、３ページになります。歳出です。こちらも補正予算額のみ申し上げ

ます。総務費の維持管理費で157万7,000円です。一番下、歳入合計が補正前額

5,258万1,000円、補正予算額157万7,000円、合わせまして5,415万8,000円の計上で

ございます。 
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次に、事項別明細の歳入からいきたいと思います。６ページになります。歳入で

すが、諸収入の雑入で新規開通分配線及び宅内配線工事代金として45万3,000円計

上しております。次に、その下の表、繰入金で一般会計繰入金が112万4,000円です。 

次のページ、７ページが歳出になります。ここで若干説明申し上げますので、先

ほどの総務課の資料を手元に置いていただければと思います。右肩に総務課という

資料です。歳出です。総務費の維持管理費でケーブル施設等修繕料ということで

157万7,000円を計上しておるところです。先ほどの資料なんですが、５ページをお

願いしたいと思います。５ページ、写真等を付けております。予算の表は付けてお

りますが、その下に、まず１カ所の修繕料として、これは張り替えになりますが、

村道白岩戸線沿いに地主さんが立木を伐採して搬出するということで、これが支障

になるということでケーブルの移設と自営柱の移設、約50メートルほどを移設する

ものです。これが112万2,000円になります。（２）で、これは工事現場のハウスで

す、事務所と申します、これは３カ所に光ケーブル等を引き込む作業です。三者あ

りますが、右側の２つの写真です、これは野々脇になりますが、ここが２者希望さ

れているところです。その下が水没予定地です、旧中学校のグラウンドの下の段に

なりますけども、ここに事務所を建てるということで、合わせて３カ所の事務所設

置に伴う光ケーブルの接続でございます。 

以上で、議案第48号の御説明を終わります。 

○議長（早田吉臣君） それでは、議案の説明が終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第21 質疑 

○議長（早田吉臣君） 次に、日程第21 議案の質疑を行います。 

報告第１号の質疑を行います。質疑ございませんか。繰越明許費です。質疑ござ

いませんか。６番、中村議員。 

○６番（中村俊也君） 報告第１号の繰越明許費、ここに資料がありますが、私は１点

だけ、繰越明許費ですから、工期というものはすぐできるものとできないものがあ

るかもわかりませんが、そういうスケジュールは今年度中に終了するのかちょっと

お伺いします。私が興味があるのは梶原地区の簡易水道はどういうスケジュールで

どれぐらいに完了するのか、ちょっとそのあたりもお伺いします。 

○議長（早田吉臣君） 黒木建設課長。 

○建設課長（黒木光重君） おはようございます。 

それでは、繰越明許費の中の梶原地区の簡易給水施設の改修工事ということで、

タブレットの中に資料を格納させておりますが、梶原地区、急速ろ過器を設置する

ということで工期が今年ですけど令和８年１月29日となったところでございますけ
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れども、これにつきましてはなぜ１月なのかということは、前段の水道施設の管理

道の工事が終わった後、１月29日に入札になったと、繰越になりまして、ここに書

いてありますとおり今年の11月30日に完了予定でございまして、進捗率のほうが

40％というふうに書かれておるところでございます。 

以上です。 

○議長（早田吉臣君） ほかにございませんか。７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） 今、総務課の資料のほうで１ページのほうにですね税務課の今

回繰越計算書が付いております。今、６番議員さんからお尋ねがあったように、建

設課関係については資料のほうが全部提出をされておりまして、それぞれの路線当

たりの工期と進捗状況を記載されておりますが、そのほかの課で、例えば林業費あ

たりとか商工費等のですね、総務課もですが、繰越をされて、いつぐらいまで終わ

られるのかという予定がわかるのであれば、後でもいいですので資料をいただけれ

ばと思います。 

○議長（早田吉臣君） 竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） この定例会の前に各課長集まって議案協議をいうものを行

います。そのときに各課で進捗率の資料はつくって出してくれといっておりますの

で、総務課でまとめてというのは時間がかかりますので、各課から提出をさせたい

と思っております。 

○議長（早田吉臣君） ほかに質疑ございませんか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） それでは、これで質疑なしと認め、報告第１号の質疑を終わり

ます。 

ここで、お昼のため、暫時休憩いたします。１時から再開します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前11時53分 

再開 午後１時00分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（早田吉臣君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

次に、報告第２号の質疑を行います。質疑ございませんか。７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） 事故繰越しの内容についてちょっとお尋ねしますが、今回、事

故繰越しが白蔵線の地すべりと林道災害関係で２件、事故繰越しになっています。

白蔵線の地すべりについてはですねこれまでも何度もいろいろ進捗状況あたりを御

説明いただいておりましてわかっておるつもりですが、林道の相良五木線外１件の

事故繰越の原因といいますか、総務課の資料で事故繰越にする場合の要件というの
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が、例えば暴風とか洪水とか地震とかいろいろな理由がありますけども、この２件

の事故繰越しの理由が分かれば教えていただきたいと思います。 

○議長（早田吉臣君） 黒木建設課長。 

○建設課長（黒木光重君） お答えいたします。 

この事故繰越しの災害復旧費の農林水産施設の災害復旧費ということで、議員が

おっしゃいました林道の分でございます。まず、林道相良五木線災害復旧工事の理

由でございますが、こちらは工事の内容としまして災害復旧延長が492メートル、

補強土壁工と簡易法枠工、舗装工という内容でございますが、このうちの簡易法枠

工につきまして、重変を２回ほど経過しまして、要は増破ですね、ちょっとした降

雨による増破で面積が広がったのと、さらに施工中にまた、そもそももろいのり面

でございまして、北向きの日陰で、そこがだんだん、だんだん拡大して、とうとう

事故繰越になったというところでございます。 

その下の林道入鴨線災害復旧工事につきましては、こちらも延長は31メートルで

ございますけども、箇所に補強土壁工、植生工、仮設工ということで、工期を見て

いただきますと令和７年１月23日にスタートしまして、２カ月もしないうちに、な

かなか入札において入札ができなかった件もありまして、やっと１月23日ですけど、

２カ月、３カ月の余裕工期を持って、実質７年の４月から現場としては稼動したと

ころでございます。 

また、この工事金額１億3,596万円ということで公示価格も多くて施工業者のほ

うが人員の確保が困難だったということでやむを得ず事故繰越しとなったのが理由

でございます。 

以上です。 

○議長（早田吉臣君） ほかに質疑ございませんか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 質疑なしと認め、これで報告第２号の質疑を終わります。 

次に、報告第３号の質疑を行います。質疑ございませんか。光ケーブル移設です。

ございませんか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 質疑なしと認め、これで報告第３号の質疑を終わります。 

次に、承認第２号の質疑を行います。質疑ございませんか。２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀） 承認第２号の中で税条例の一部を改正する条例でございますけれ

ども、この資料によると固定資産税、これの免税点の改正が行われております。家

屋についてはこれまで20万円だったのが30万円、償却資産が150万から180万円とい

うことで免税点が上がっておりますけれども、固定資産税は今から令和８年度分は
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課税されると思いますけども、今回、これが令和９年度からの適用ということで、

これによる固定資産税への影響がどのくらいあるのか、多分、今のところわからな

いとは思いますけれども、仮に減った場合に減った税収分に対しての国の補填とい

うかそういうことはないのかどうか。今後、免税点の引き上げによって来年度に向

けて、後でですねどのくらいの影響があるものなのか、そのへんのところをちょっ

とお尋ねさせていただきたいと思います。 

○議長（早田吉臣君） 大岩住民税務課長。 

○住民税務課長（大岩留美君） お答えいたします。 

休会前に２番議員さんのほうからその旨お話がありましたので、下に戻りまして

職員のほうに調べをさせたところでございます。その中で免税点が上がることで減

収分は幾らかということなんですが、ざっくり計算したところで20万はならないと

ころでございます。 

ただ、先ほど説明でも申しましたけど、来年度、令和９年度から評価替えを行い

ますので実際の評価額というのはまた変わるんですが、今回申し上げましたのは参

考値ということにしていただければと思います。 

また、国からの補填があるかということですが、固定資産税につきましては補填

はございません。軽自動車税のほうの環境性能割については国から補填があるとい

うふうに話しましたけど、こちらのほうについては補填はないということでござい

ました。 

以上です。 

○議長（早田吉臣君） ほかに質疑ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 質疑なしと認め、これで承認第２号の質疑を終わります。 

次に、承認第３号の質疑を行います。質疑ございませんか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 質疑なしと認め、これで承認第３号の質疑を終わります。 

次に、議案第38号の質疑を行います。質疑ございませんか。３番、西村議員。 

○３番（西村久徳君） 私は農業委員会について反対するわけじゃありませんが、立派

な方６名の方ですが、ちょっとお尋ねをいたしますが、農業委員会の設置規定によ

っては以前は農業者の直接選挙でございましたが、法の改正によりまして委員の設

置に関する規定がございます。それには農業委員を任命する規定により農業者から

の推薦を受けた者、これは農協団体とか畜産とかそういう団体が受けたものと思い

ますが、また、募集に応じた、以下、農業委員会候補者という、を公正かつ適正に

評価するために評価委員会を設置してその規定がございます。評価委員会としては、
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規定によりますと、まず、委員に副村長ということが１つ書いてございます。２番

目に総務課長、産業課長、農業委員会事務局長、保健福祉課長、住民税務課長、以

上６名で選考することになっております。 

現在、五木村では副村長は置かないという条例がなっておりますが、副村長の代

理としては総務課長になっておりますが、この条例の改定がなされていないようで

ございますので、それはどうなっておるか、それが第１点。 

それから、農業産業課長、それから農業委員会の事務局長という、これは別に農

業委員会の事務局長というのがあるのかどうか、産業課長と兼務しておるのではな

いかという懸念もございますので、その点が第２点でございます。 

私は農業委員に同意しないということではございません。立派な方ばかりだと思

います。今、御承知のとおり、日本の農業は少子高齢化、過疎化で若い人が嫌がる

農業でございます。そこで、今、日本の農業は危機に立たされております。この農

業の振興を図るためには農業委員会という大きな役目を担って期待をしておるわけ

でございますが、農業候補者の生活の活動の状況をこの委員さんは必要に応じて聞

き取り調査とか面接とかをしてもよろしいということになっております。まさしく

農業が衰退の一途をたどっておりますので、やはり五木村の農業振興、産業振興を

するためにお互いに真剣になって取り組むことが必要ではないかと思いますので、

その点はどのように今、第３点についてお伺いをしておきます。 

○議長（早田吉臣君） 土肥産業振興課長。 

○産業振興課長（土肥博司君） お答えします。 

まず、１点は、五木村農業委員会候補者評価委員会の設置規定につきまして、こ

の中に副村長という言葉があるということですけれども、こちらにつきましては、

議員おっしゃったとおりに条例で五木村で副村長を置かない条例というものがござ

います、こちらは条例でございます。今回の設置規定につきましては、あくまでも

規定でございまして、条例で置かないとなっておりますので、現時点では副村長が

不在となっておりますので、総務課長が代理で業務を行っているということになり

ます。 

また、五木村に副村長を置かない条例でございまして、副村長は廃止されており

ませんので、ほかの規則等にも副村長という職務は残っております。ただ、五木村

は置かない条例ですので置いていないということですので、廃止とそういうことに

はなっておりませんので、規則等にはほかの規則も残っている規則が多々ございま

す。 

もう１つですけれども、その中で産業振興課長と農業委員会事務局長、こちらが

２つ載っていて兼務でないかということですけど、現時点の五木村の課の配置でい
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きますと、産業振興課長、私が農業委員会の事務局長を兼務させていただいており

ます。ただ、これは配置が換わりまして事務局長は別に置きますと、また別の方が

行うということになりますので、現在は兼務ということで１人で対応していると、

この設置条例の中も１人が参加しているという結果になっております。 

以上でございます。 

○議長（早田吉臣君） ほかに質疑ございませんか。３番、西村議員。 

○３番（西村久徳君） 大体条例についてはわかりましたがですね、副村長は置かない

ということになっておりますが、副村長の代わりに総務課長が司っておるようでご

ざいますが、今、農業は非常に五木の農業も放棄地、あるいは動物が邪魔をしてな

かなかあわないというような危機的状況にあります。 

そこでですね、農業委員の選考する上においては聞き取りも面接もして五木村の

農業振興を図ってほしいというような、ここに条例があるわけでありますが、そし

て、この人たちなら大丈夫ということで決定して村長に答申するわけですけれども、

そういう面接とか、あるいは農業者からの推薦はなかったのだろうかと、その２点、

どういうふうにされたかお願いします。面接とかそういう、していないならしてい

ないでいいです。しなければならないという規定ではございませんので、どう取り

計らったかお伺いをいたします。 

○議長（早田吉臣君） 土肥産業振興課長。 

○産業振興課長（土肥博司君） お答えします。 

今、候補者評価委員会の開催についてですけども、こちらにつきましては、農業

委員会事務局のほうで募集をいたしまして、６人に対しまして、今回６名の申し込

みがございました。この方々の履歴書、また今までの活動履歴、こういったものを

書類にいたしておりまして、それを元に評価委員会を開催させていただいておりま

す。 

当日は定数を満たしておりまして、この皆さんが適当であるかどうかということ

を協議した結果、面接等を不要で適当であるというふうになりましたので、面接等

は行っておりません。 

以上でございます。 

○議長（早田吉臣君） ３番、西村議員。 

○３番（西村久徳君） 回答が１つなかったのは、農業者の推薦はなかったんですかと

いうことですが、農業者の推薦。それをひとつお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 土肥産業振興課長。 

○産業振興課長（土肥博司君） お答えします。 

すみません、申し訳ございませんでした。今回６名の方につきましては、推薦の
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ほうはございませんでした。全員が自分からの申し込みということになっておりま

す。 

○議長（早田吉臣君） ほかに質疑ございませんか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 質疑なしと認め、これで議案第38号の質疑を終わります。 

次に、議案第39号の質疑を行います。質疑ございませんか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 質疑なしと認め、これで議案第39号の質疑を終わります。 

次に、議案第40号の質疑を行います。質疑ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 質疑なしと認め、これで議案第40号の質疑を終わります。 

次に、議案第41号の質疑を行います。質疑ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 質疑なしと認め、これで議案第41号の質疑を終わります。 

次に、議案第42号の質疑を行います。質疑ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 質疑なしと認め、これで議案第42号の質疑を終わります。 

次に、議案第43号の質疑を行います。質疑ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 質疑なしと認め、これで議案第43号の質疑を終わります。 

次に、議案第44号の質疑を行います。質疑ございませんか。６番、中村議員。 

○６番（中村俊也君） 私はこの義務教育学校のいわゆる空調設備の室外機の附帯工事

で安全防護ネットの追加ということがございますが、まず当初からそういう想定が

なかったのか、また、学校から要望があってからこれを追加して補正で上げたのか

というのが１点と、参考の図面が載っておりますが、こういう防護ネットを設置す

るんだということで。この防護ネットの素材は何でできているのか。また、これは

室外機ですので外側にするのかな。いわゆる子どもたちが、低学年とかいろいろ、

大人また先生たちが見えない部分でかなりそこに接触する可能性があると思います。

素材と、それは網目式か、指とか手が入らないのか、そういう安全・安心を配慮し

てやるのかお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 山尾教育課長。 

○教育課長（山尾浩二君） お答えいたします。 

まず、１点目の、当初からこの計画には入っていなかったのかという質問でござ

いますけども、当初の事業費につきましては、まずはコストを、事業費を安価にす
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るという形で計画をした経緯がございます。ですので、今回こういった安全対策の

部分については１つは、機器のカバーはありますので、そこで対応できるのではな

いかというところで当初の計画はそういうふうにしております。ただ、その後、工

事発注した後に、先生たちを踏まえた工程会議を毎月やっておりまして、その中で、

やはり学校のほうから、子どもたちの安全対策をもう少し強くやってほしいという

御要望がありましたので、今回、編み目の防護ネットを追加で設置を行ったものと

いうことでございます。 

それと、２点目の素材につきましては、高性能のものになっております、この防

護ネットにつきましては。一応資料の１ページのほうにも図面を書いておりますけ

れども、網目状の手が入れても中には入らない状態で、指とかも余り入らないよう

なものということで、見ていただければわかるように安全を考慮したものになって

いるということにしております。 

以上です。 

○議長（早田吉臣君） ６番、中村議員。 

○６番（中村俊也君） 今、課長が答弁されましたが、安全の防護ネットというのは、

子どもたちの動きというのは我々が、また教職員が考える想定外の動きをしてそう

いう事故があったりするわけでございますので、そのあたりもまた、学校の教職員

の皆さんと議論をしていただいて、なるべく、体育館の中は快適な環境になるんで

すけども、そういう、また１つ考えれば、拡大すれば、外でそういう事故が起きな

いような配慮も今から考えていってほしいなと思いますが、そういうことはあるの

かどうか。 

○議長（早田吉臣君） 山尾教育課長。 

○教育課長（山尾浩二君） お答えいたします。 

今、議員がおっしゃった質問についてですけども、先生たちのほうにもそういっ

た子どもたちの安全を確保するように校長会とかそういったところも踏まえたとこ

ろで安全対策についての指導を行っていきたいと思っております。周りに子どもた

ちが、余り室外機とかの危険なところには近寄らないようなそういった指導等か、

そういったところも教育委員会としても学校のほうに伝えながら安全面については

努めていきたいというところで考えております。 

○議長（早田吉臣君） ほかに質疑ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 質疑なしと認め、これで議案第44号の質疑を終わります。 

次に、議案第45号の質疑を行います。ここからは予算の質疑ですので、歳入歳出

分けて行います。歳出の10ページからお願いします。質疑ございませんか。６番、
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中村議員。 

○６番（中村俊也君） すみません、10ページで。間違えました。 

○議長（早田吉臣君） 10ページ、ございませんか。 

次に、11ページ、質疑ございませんか。次に行きます。 

次に、12ページ、民生費、社会福祉費になります。質疑ございませんか。 

次に、13ページ。６番、中村議員。 

○６番（中村俊也君） 13ページの４番の環境衛生で、いわゆる竹の川のかさ上げに伴

う公衆トイレの解体工事で60万円の費用がかかります。また、歳入を見た場合に

200万近くの補償費が歳入で入るということで、これは質問というか、いわゆる、

あそこの球磨川の流域の河川整備計画のことで、４年後にあそこをまた再生してと

いうことを想定されておりますが、その４年後にもあそこの位置に公衆トイレとか

を建設する予定もあるのかちょっとお伺いします。 

○議長（早田吉臣君） 村山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（村山義治君） お答えいたします。 

環境衛生費に竹の川の公衆トイレ解体工事で予算化しております。これは解体撤

去費用でございまして、その後どうするのかということでございますが、現在のと

ころ、またそこに公衆トイレをつくる計画はございません。 

以上でございます。 

○議長（早田吉臣君） 次に、14ページ、農林水産業費、農業費、質疑ございませんか。 

では、次へ。15ページ、商工費、土木費、質疑ございませんか。 

なければ、次、16ページ、消防費、教育費、質疑ございませんか。６番、中村議

員。 

○６番（中村俊也君） いわゆる消防団員の退団に伴うそういう予算が出ておりますが、

これは１名分ということでお聞きしておりますが、今、五木の消防団の定数という

のがありまして、かなり入団する方の、これは一般質問でも前々からしております

が、どういう状況なのか、現在、実際のところ。予算書に対しての質問でちょっと

申し訳ございませんが、総務課長わかれば。わからないなら後からでいいです。よ

ろしくお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） お答えします。 

この話は５月にやった住民座談会で宮園地区の人からも言われました。そのとき

にお答えしたのが、組織の改編。まず、130人という定数です。今、70人弱。ちょ

っとかけ離れているから、これを、去年、一昨年から、一応消防署のほうには検討

に入ってもらったんですが、各町村調べて、例えば人口割りなのか面積割りで、そ
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れがまちまちでした。ということで、今度新しい消防署になっておりますけれども、

来年３月にはもうちょっと改編しようと。 

それから、今、１部、２部制を取っております。それも、もう１部、２部をなく

して元の分団に戻そうではないかという話をしているところです。何しろなり手不

足なのは、議員おっしゃるとおりでございます。 

○議長（早田吉臣君） ほかに16ページ、ございませんか。２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 16ページの消防費の消防施設費で仰烏帽子の中継局の修繕料

1,200万、あと、下のほうに教育委員会の関係で需用費で五木学園の体育館の火災

報知器の修繕料50万円、２件出ておりますけども、両方とも落雷による損傷という

ことで書いてありますけれども、最近、雷も結構ひどいのがありますけれども、こ

れは、ただ修繕するだけなのか。例えば、それを先ほど避雷というかですね、特に

消防関係は修繕料が1,200万という大きな金がなるものですから、これの対応でき

るような工作というのは、今回は入っていないのか、教育委員会も一緒ですけれど

も、その２点についてお尋ねします。 

○議長（早田吉臣君） 竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） お答えします。 

教育委員会のと合わせてお答えします。まず、防災無線ですけども、どこに落ち

たのかわからない。わかっているのは、鉄塔がありますね仰烏帽子の、あれには落

ちていないと、地面のどこかに落ちて、それが機械に回っていったといって、おっ

しゃるとおり避雷器というのは付いております。よく避雷針と、上にあるんですね、

それを付けているのと一緒です、結局は。避雷器というのが、上からもしバンと来

たらそこで防げるけども、地面から来たやつはどうしても防げない、学校もそうだ

と思います。 

それから、これは令和元年度、私がちょうどふるさと振興課長のときに温泉に落

雷しました。あのときも一千二、三百万ぐらいかかりました。そのときに業者さん

に、落ちても落ちないというかしたらですね、できないことはないと。雷はプラス

です、地面はマイナスです。地面のほうもプラスの帯電とすれば落ちません、それ

は温泉施設だけの話になって、所々、別の、多分頭地の家とかに落ちる可能性もあ

るということで、それではもうちょっと現実的ではないという話で。防ぐのは、雷

ですので抜本的なやつはちょっとできないという業者さんの回答ではありました。 

○議長（早田吉臣君） 山尾教育課長。 

○教育課長（山尾浩二君） お答えいたします。 

教育委員会関係につきましては、旧中学校の体育館の雷による修繕料という形で

計上させていただいておりますけども、今、総務課長のほうからもありましたよう



 

－ 37 － 

に、雷対策につきましてはなかなかどこに原因があるのかわからないというところ

で、対策については今回のほうには入れてないというものになっております。 

また、今回の修繕につきましては、故障した機器の取替えという形で計上したも

のになっております。 

以上です。 

○議長（早田吉臣君） 16ページ、ほかにございませんか。 

なければ、17ページ、教育費、災害復旧費、質疑。６番、中村議員。 

○６番（中村俊也君） 17ページですけども、いわゆる伝承館のスロープでタイル状の

あれですね、かなり私もめったには行きませんが、前々からそう思っておりました

が、今回も、説明書を見たら現状復旧の、また予算のほうは８万円ということで、

ということはやっぱり数年後にはそういう原因で剥がれる予想もあるのではないか

なと思うんです。あそこは頭地集落の人たちも常会とかいろいろなことでお集まり

いただく集いの場所でございますので、また、動きがかなり遅かったなと思って、

前々からこういう状況でございました。今回、また同じことでということは、それ

もいかがなものかなと私は感じますが、そういう検討もなされたのかちょっとお伺

いします。 

○議長（早田吉臣君） 山尾教育課長。 

○教育課長（山尾浩二君） お答えいたします。 

今回の伝承館のスロープの修繕ということで、教育委員会の資料の３ページのほ

うに現状の写真等を付けさせていただいております。今回の修繕につきましては、

今破損しているタイル、写真を見ていただければわかりますけども、三、四枚が剥

がれた状態でなっているというところもありますので、今回は応急的な形で、伝承

館もかなり利用者が多うございますので、応急的に今回は修繕を行うという形で計

上させていただいております。 

状況を見た上で全体的な取替というか、タイルの取替が必要であれば、また予算

確保をした上で具体的に修繕等を検討したいというところで考えております。 

また、これにつきましては、以前からそういう御指摘もあったというところでご

ざいますけども、一応そういった形は、今回遅れたことについては大変申し訳ござ

いませんでしたけれども、今回早急的に対応していって、住民の方に支障がないよ

うにしていきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（早田吉臣君） ほかに、17ページございませんか。 

なければ、歳出から今度は歳入に入りたいと思います。８ページ、質疑ございま

せんか。 
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なければ、９ページ、質疑ございませんか。 

なければ、予算書全体で何か質疑ございませんか。２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） ちょっと確認のため、お尋ねさせていただきたいと思います。 

５ページの債務負担行為の件ですけれども、今回、道の駅の五木温泉の整備関係

で３億5,000万円の債務負担行為があっております。今年の１月に夢唄の工事関係

については担当課から説明を受けました。そのときにトータルで５億2,300万とい

うことで説明を受けておりましたけれども、今回、当初予算では２億円計上してあ

ります。今回、債務負担行為ということですけども、説明の中で今回、交付金事業

の交付決定がなされた関係で債務負担行為ということですけれども、交付決定がも

しされなかった場合はどうなったのかなというのが１点と、あと、例えば交付決定

がされたのであれば、当初予算の２億円にプラスして補正で３億5,000万円の補正

を組んでトータル５億5,000万の予算計上をして、例えば９年度に、８年度で終わ

らないものだったら９年度に繰り越しという形はできなかったのか。 

もう１点が、今年度の当初予算の２億円と、今回、債務負担行為の３億5,000万、

この事業については例えば温泉の工事関係でどの部分が２億円なのか、どの部分が

３億5,000万なのかという、事業の区分けというのはどこでされるのか、その３点

をちょっとお尋ねしておきます。 

○議長（早田吉臣君） 土肥産業振興課長。 

○産業振興課長（土肥博司君） お答えします。 

まずは今回、国の地域未来交付金を活用して工事を行いますけれども、こちらに

ついて、４月の交付決定がなされなかったときにどうするものかということですけ

ども、以前、昨年から御説明しているとおり、国に対しましては２カ年事業を基本

に事業申請をさせていただいております。これをもちまして事業を進めていくとい

う前提で、当初予算には令和８年度支出分だけを計上させていただいております。

ですので、これがもし出されなかった場合は全体事業としてできないということに

なりますので、そこはそういう形になります。今回、交付決定と事業の計画を承認

いただきましたので、令和８年度・９年度２カ年にわたりまして同じ、温泉をつく

るという工事で進めていくということになりますので、そういった形が１点目のお

答えになります。 

２点目について、これは繰越事業でしないのかと、これは２年にわたりまして事

業をするとなった場合には、基本的には単年度事業、単年度事業になりますので、

繰越はあくまでも年度内に終わるという前提の事業でございます。今回の事業は２

年で、単年では終わらないということで国に対しましても申請を行っておりますの

で、債務負担行為によって１つの工事で発注して、２年間にわたって支払いを行う
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ということが前提であろうということで、今回は債務負担行為。今年度中にできな

いということがわかっております、これは昨年の国に対して申請時点からわかって

おることでしたので、基本として債務負担行為でやるべきということでしたので、

今回こういう計上をさせていただいております。 

事業の建築の内容ですけれども、債務負担行為に書いておりますとおり、工事の

建設によるところと、機械・電気設備、この２つの工事に分けて今回発注をしよう

と思っているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 交付金事業というのはある程度、交付がなされるという確信が

あった上で今回の２カ年の事業になったということで解釈してよろしいわけですね。

わかりました。 

それともう１点、これはお尋ねし損なったんですけれども、総務費のですね歳出

の中で、公共交通関係で委託料が今回500万円、予算計上されております。当初予

算で委託料250万円計上されて、トータルで750万という形になります。印刷製本費

が200万円減額されたと、この印刷製本費は今後また予算計上されるのか。 

あと、750万円の中で、資料によると委託料500万円以内ということで書いてあり

ますけども、実際750万円でどういうことを事業内容されるのか、その２点をちょ

っとお尋ねします。 

○議長（早田吉臣君） 竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） お答えします。 

６月18日の全協のときも若干御説明申し上げました。今回、印刷製本費等を200

万減額しておりますけども、当初、これは周知用のチラシとか時刻表等の印刷また

は看板の設置と、いろいろ考えておりました。ただ、いろいろ調べる中で、今回の

500万円ですけども、なかなか私たち職員が、やっぱり業者さんに委託してびしっ

とした計画をつくって、全協のときにも言いましたけれども、国の国庫補助金を取

りに行こうという、今までずっと単独でやっておりましたが、そういう形で500万

以内ということで考えております。 

この金額についてですけども、例えばお隣の村なんかも七百何十万とか、一昨日

でしたか人吉球磨の交通活性化協議会でも計画を、これは人吉球磨全体ですけども、

金額が、プロポーザルもやるんですが、1,200万程度。ほとんどが人件費でござい

ます。最後の質問だったと思いますが、印刷製本費とか看板をつくったり、それは

また予算をお願いする形になるかとは思います。 

○議長（早田吉臣君） ほかに、議案第45号で全体にわたってございませんか。 
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［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） なければ質疑なしと認め、これで議案第45号の質疑を終わりま

す。 

次に、議案第46号の質疑を行います。歳入歳出合わせて行います。歳入歳出６ペ

ージ、７ページ、質疑ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） それでは、質疑なしと認め、これで議案第46号の質疑を終わり

ます。 

次に、議案第47号の質疑を行います。これも、歳入歳出合わせて行います。歳入

歳出６ページ、７ページ、８ページ、質疑ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） それでは、質疑なしと認め、これで議案第47号の質疑を終わり

ます。 

次に、議案第48号の質疑を行います。これも、歳入歳出合わせて行います。歳入

歳出６ページ、７ページ、質疑ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） それでは、質疑なしと認め、これで議案第48号の質疑を終わり

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時50分 

再開 午後１時50分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（早田吉臣君） それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

お諮りします。本日は、これで散会いたしたいと思いますが御異議ございません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 異議ございませんでしたので、本日は散会いたします。どうも

お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後１時50分 
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開議 午前10時00分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（早田吉臣君） ただいまの出席議員は７名であります。五木村議会の議員定数

は８名であります。したがいまして、ただいまの出席議員７名は地方自治法第113

条の規定による定足数に達しております。よって、会議は成立いたしました。 

本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（早田吉臣君） 日程第１ これから一般質問を行います。 

順番に発言を許します。 

１番、田山議員。 

○１番（田山淳士君） おはようございます。それでは一般質問を行います。 

質問の前にですね大体似たようなことを今まで何回かしているんですが、時期も

変わってきますしですね、ダムの動きもだんだん変わっていくものですから、また

改めてということでよろしくお願いします。村長も、なるべくわかりやすくですね

短めに答弁をお願いします。いつも長いから、私は意味がわからなくなってですね、

何だったかなということがありますからよろしくお願いします。それでは、簡単に

私も質問しますので。 

ここに書いてありますように、ダムができれば視察や観光などで多くの人の来村

が予想される。数箇所に展望所をつくったらどうかということと、また、新たな村

営の宿泊施設も必要になるのではないかということですが、これをちょっと説明し

ますと、ダム工事が来年の９月からですか予定はですね、着工予定が2027年着工、

2035年完成という見通しが立っているというふうにお聞きしております。それでも

ですねダムができるまでは70年ぐらいになるわけですね。 

そこでかなり人がですね、始まった時点から視察とか研修とかやっぱり見えると

は思うんです、必ずですね。ですから、来ても宿泊施設もない、あるいはダムはど

こですからと、今のところでは見るようなところもないものですから、これは国交

省もおるときに説明会の中で私が提案したことがあると思うんです、東京に行った

ときも言ったと思うんですが、展望所的な一望できるようなところを何箇所かつく

ってほしいということを言ったんですが、現在ある、例えば瀬目公園あたりもです

ね、今のままでは階段を上っていかないといけないです。ですから、ああいうとこ

ろも前の石段を同じ高さにしてですね、やっぱり前までずっと持ってきてもうちょ

っと展望をよくして、公園自体も広くなりますし、あそこは前もそういった質問を
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したことがあります、上はすぐ草が生えるということで、あの高さをですねずっと

前までぎりぎりまで持ってきて、手すりでも付ければ車も何台かまた余分に入りま

すし、そして展望的なこととですね、そういう場所が五木には少ないものですから、

やっぱりそういうこともぜひ、村でするというより、今からダム関連でですね要望

していただけないかなということの質問でございます。 

それともう１つは、こういった公園をですねつくる場所がまだ何箇所があるんで

すよ、瀬目から相良との間にですねちょこっと開けば車四、五台ぐらい入る箇所が

何箇所もあるんです。そういうところも、やっぱり今、村のほうで調査をして要望

して、例えば電話をかけたり、ちょっと昼ご飯を食べようかという人もかなりいる

んですね。ですからそういった休憩というかちょっとするような場所をぜひつくっ

てほしいなと。今ですねしていかないと、できあがってから何もできないですよね、

国交省さんも予算があるうちに本当は言ってもらったほうがいいと思います。です

から、そういうことと、まず、それを、もう１点ありますけど、これを最初にお伺

いします。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） おはようございます。田山議員の御質問にお答えをいたします。 

今言われたように、ダム事業がスタートするということになってきますといろん

な視察と観光は当然増えてくる、また増えていただきたいというふうに思っており

ます。そういうものを含めた経済効果をしっかり村も捉えていくということは必要

かと思っております。 

今、議員おっしゃるように、例えば一例として瀬目公園のお話が出ましたけども、

それも含めて展望所的なものについては私も必要だというふうに思っております。

これは、これから絵を描きますグランドデザインの中にもそういうものを入れてい

きたいというふうに思っておりますので、どうか、この定例会が終わった後にもい

ろんな議会の皆さんとのそういう協議の場を設けて、そういう展望台、また宿泊施

設もこのあとで出ろうかと思いますけども、そういうものを協議を進めて国にはし

っかり要望していきたいというふうに思っております。 

○議長（早田吉臣君） １番、田山議員。 

○１番（田山淳士君） これは時間も余りありませんので、ぜひですね議会が終わって

からすぐやるということですので、ぜひよろしくお願いしておきます。 

それと、もう１点、この中にあります宿泊施設ということですが、今ですね宿泊

施設がどうしても足りない、現在でもですね足りない状況なんです。今、土木関係

の方が多いからかどうか知りませんが、やっぱり何十人泊まれるかな、そういった

のを調査したことありますか。登録してあるところで宿泊施設何箇所あって、何人
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宿泊できるか調査したことがあるかどうか。担当課長あたりどうですか、調査した

ことがあるかどうか、まずお聞きします。 

○議長（早田吉臣君） 土肥産業振興課長。 

○産業振興課長（土肥博司君） お答えします。 

宿泊施設については、毎年、観光統計をしておりますので、そこで宿泊所と宿泊

施設ですね、ここは調査しております。 

民宿が今３件です、民泊が１件、キャンプ場が１カ所。今回、利用の仕方が変わ

りますけど、ヴィラタイプが１件ということになっています。 

人数は、その施設、施設、ちょっと詳細は把握していませんけども、一番大きい

ところで25人というところでしたので、あとはほとんど10人程度になろうと思いま

すので、全部でいくと、キャンプ場をどういう数え方をするかにもよりますけども、

施設とすれば100人には満たないものだとは思います。 

○議長（早田吉臣君） １番、田山議員。 

○１番（田山淳士君） 今、宿泊で100人もいないと。100人は当然いないですよね。キ

ャンプ場はですね宿泊施設とは言わないと私は思います。やっぱり遊びに来て家族

とかグループでですね、宿泊のうちに入らないんじゃないかなと思います。 

やっぱりちゃんと視察とか研修とかそういったお客さんが見えてですね、できれ

ば五木に泊まっていただきたいという気持ちがあるんですが、今の状態で民間のと

ころ何件かあるんですが、数が少ないものですから、やっぱり１団体来れば10人か

ら20人ぐらいのグループでみえると思うんですが、それぐらい人数がですね１カ所

に泊まれるような宿泊施設をですね、もともと、今の温泉センターの近くには村営

のホテルを造るという計画が前はあったんです。それがいつの間にか消えてしまっ

たというような感じになっているんですが、そういうものをですね、20名程度です

ね、私は必要じゃないかなと思うんです。豪華な、例えば１泊２万とか３万とかも

のじゃなくても、そんなにごちそうがなくてもいいから、やっぱり気楽に泊まれる

ようなものも必要じゃないか。今から村の財産にもなると思うんです。ですから、

やっぱりそういった、ないわけじゃないですが、そこらへんを村営でやるか、これ

は村営と書いてありますが、村営か、あるいは村でつくって民間に委託させるとか

ですね方法はあると思うんですが、そういう考え方というのはどうでしょうか、村

長。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

宿泊所についてはいろいろ民宿も含めて、今、担当課長のほうが言った数が村内

にはあります。特に今年の３月まで渓流ヴィラのほうがいろんなサービス提供の中
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で、４月からは新たに１棟貸しということでサービスを始めておりますけども、そ

ういうのもふくめて、今、議員おっしゃるように、それで足りるのかというお話か

と思います。それについては、やはり足らないというふうに私も認識はしておりま

すので、これからに向けては、１つ、今お話がありましたように、村がつくって村

営というのはなかなか今の時代はちょっと厳しいと思います。公設民営でやっぱり

民間の方と一緒にプロポーザルなりにおいて、それから提案をいただいて、経営は

民間のほうがやっていくというのが時代に合うかなというふうに思っておりますの

で、これも含めまして、いろいろまた議会の皆様と協議をしながら宿泊施設等につ

いては検討していきたいと思います。 

○議長（早田吉臣君） １番、田山議員。 

○１番（田山淳士君） これは、今からもですね課題に残って、今から村長もやってい

くということですので、２番のほうに入ります。 

２番目の、水没予定地の膨大な残留汚泥の処理はどうやって処分するのかという

ことですが、これは御存じのように、流水ダムをつくりますと水がバックウォータ

ーみたいな感じでずっとたまってくるわけです。こうなりますと、汚泥と、正確に

は泥ですね、泥の堆積したものがたまるのは間違いないと思うんです。例えば試験

湛水とかはきれいな水をじわっとためますからたいしたことはないと思うんですが、

本当の水害になるとかなりの泥がですね、粘土みたいなものですよね、そういった

のがかなりたまるのは間違いないと思うんです。ですから、その処理をしないとい

けないわけです、今度は。放っておくわけにはいかない。 

ところが、莫大な広さをどうやって処理するのか、そういったことが一回も示さ

れていないです、国交省からも示されていないし、村のほうからどうしようという

こともないし、洗うとかですねいろんなことは聞いたことはあるので、洗うといっ

ても、こんなに広いところをどうやって、ちょっとぐらい洗っても手に負えないん

じゃないかと。取るといっても泥の問題いろいろあります。そこらへんは国交省と

話をされたことはありますか、村長。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

予定されております水没地内のいろんな残留汚泥といいますか、いろんな立木に

しても土砂堆積ですね、そういうものについてはどうかというお話かと思います。

これについては、流水型ダムについての環境影響評価等のレポートの中にもそうい

うことが想定されるということで、国においてはしっかりそれは管理しましょうと

いうことはいただいております。 

また、村もそれについては県知事のほうに、五木村の立場としましたらしっかり
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環境等については影響が少なくなるように対処するようにということをお願いして

おりますし、それとまた、前回、東京のほうに要望に議員の皆さんとも行ったとき

にしっかり国のほうには水没地内の環境についてはしっかり取り組んでいただくよ

うにと、また、それを管理するに当たってはそういう国交省あたりの管理事務所等

を五木につくっていただけないかということで、しっかり五木の村民の方が本当に

気にするところは環境の問題でありますので、それについては村としてもしっかり

対応していきたいというふうに思っております。 

また、いろんな質とか量の問題とかそれを除去する技術的なものについては国交

省のほうがたけておりますので、私たちのいろんな不安、また、いろんな現場に当

たっての具体的な対策については国のほうにしっかり求めていきたいというふうに

思っております。 

○議長（早田吉臣君） １番、田山議員。 

○１番（田山淳士君） もちろん、これは村でできる仕事でないということはわかって

おりますが、具体的に環境整備をちゃんとしてくださいとかではなくてですね、や

っぱり具体的に泥の問題はどうするのか。前、うちのほうから要望書を、確認書を

つくってほしいということ、そういうものの中にですね入れて、この問題を入れて、

これはどうするんだ、この問題はどうするんだというようなやっぱり項目別にです

ね、また、明日説明があるそうですから、機会があればぜひですね発言できればと

思いますが、それはそれとして、村のほうからですね、そこらへんはどんどん即答

できるようなものを準備しておかないと、ただ言いましたといってもですね、口頭

で言ってもやっぱり言った、言わないとかということも出てきますし、やっぱり文

書でやってお互いに印鑑をもらってそういったことをですねぜひやっていただきた

いなと思います。 

それと同じダム問題ですが、３番目に、これは大きな問題ですが、具体的な平場

の場所、用途、面積、工期などどうなっているかということですが、ダムの問題に

なっているのは五木村の場合、どうしても平地なんですよね。平地がないと何もで

きない。住宅をつくるところもないし、頭地なんかどこもないです。だから、そう

いったことで空いているところにはどんどん住宅ばかりつくってですね、結局空き

地がないというような状況になっておりますので、それは避難時とかいろんなこと

に使えるんですよ、平場があればですね。平場があるから建物をつくらないといけ

ないということでなくて、遊んでいる公園みたいな平場があってもいいんですよ。

これは東京に行こうが、熊本に行こうが、町の真ん中にも公園というのがあります

よね、あちこちに。やっぱり五木の場合は公園といっても子守唄公園ぐらいか、本

当に平場ないんです。だからそこらへんで、将来ずっと長い目で、50年、100年後
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のことを考えると、将来性を追求していくためにはやっぱりそういった平場が必要

じゃないかなと思うんですが。例えば岐阜県徳山村が徳山ダムをつくったときにで

すね466世帯水没、移転者がいたそうです。そのうちの331世帯がですね村内の５カ

所に移転しているんです、５カ所に。平地も５カ所つくったということです、そし

てそこに331世帯がばらばらに入ってしまっていて、今おられるそうです。 

そこで、やっぱり五木の場合は100世帯、頭地が100世帯、全部で150ぐらいおり

ますか、150まではいっていないかな、そのくらいだと思うんですが、そういった

ことで平場をしっかりですねつくっていかないといけないけど、今現在、状況を見

ますと面積とか工期、特に工期がですねはっきりしていないんです。20ヘクタール

かそこら開きますということには、大体大まかな場所も出ているんですが、平場の

ですね私はシミュレーションといったものをぴしゃっとしたものをつくってほしい

んです。坊主山なら坊主山、溝の口なら溝の口、そこに今はパソコンでできますか

ら、そういった仮の姿をですね、こういったものをつくって村民に示すべきだと思

うんです。それで、ここに何をつくるかということも出てくるけど、今の状態では

移転のですね、例えば五木源パークをどこに持っていくかとか、建物、ヴィラも閉

めるということですから、また何かやるとかも聞いておりますが、ヴィラもやるの

であればどこに持っていって、どの規模でどのくらい、そういうことは決めておか

ないといけないと思います。今から検討するでは遅い、では遅いぐらいなんです。

ダム工事は待ったなしで、始まったら早いです。来年から始まれば、工事が始まっ

たらトントンいきます、８年ぐらいすぐ経ってできあがったら、まだまだ遅れてい

るということはいけないと思います。 

だから、できれば先手を取って、国交省だって県だってお願いすれば相手のこと

を聞いてくれると思うんです。だから、今でしっかりしたものをですね出していき

たいと思いますが、用途もそういうことで、面積、工期はどうなっているかという

ことですが、ここではっきり、いつ頃からいつ頃までにできあがる代替地、代替地

というのは平場ですね、そういった今の新しい動きがあればですね課長からでも村

長からでもお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

平場の造成については今回作成しました令和８年度の実施計画等にも国のほうで

絵を描いていただいて出していただいております。国のほうでは最大20ヘクタール

の平場をつくりたいということで今、話をいただいておりますし、今、議員がおっ

しゃるように、水没地にあるいろんな施設、またそして将来の絵をどう描くかと言

うことは非常に大事なところになってくるというふうに私も思っております。 
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先ほど申し上げましたように、この全体像をつくっていこうということで、それ

を早く村民の方にお知らせしたいということで令和８年度においてはグランドデザ

インを描きましょうということで、そういう中に平場の位置も書き込みながらいろ

んな施設等もそこに書き込んでいければと思っておりますので、本当スピードを上

げてやるということは私もそう認識しておりますので、どうか議会の皆さんとも協

議をしながらそういう絵をしっかり令和８年度中に書き上げて、それを村民の方に

示していくと、それは大事なところだというふうに私も認識しておりますので、ど

うかそのへんの御意見もいただいてしっかり令和８年度中にはそういう絵をつくっ

ていきたいというふうに思っております。 

○議長（早田吉臣君） １番、田山議員。 

○１番（田山淳士君） 今からまたやるということですが、村長、やっぱりある程度で

すねグランドデザインという話がありましたけど、やっぱり人に決めてもらうのも

いいんですが、そこはやっぱりそのために村長がいるわけですから、村長のほうか

らある程度提案してですね、これでいくぞ、どうかという相談ならいいけど、何も

かもグランドデザインにお願いしますじゃ、私はいいものが返ってこないと思うん

です。やっぱりある程度の案をつくって、それに対してどう思いますかというよう

な姿勢でいかないと、グランドデザインが出てきて、これでいいですよ、これでい

きましょうでは、私は駄目だと思うんですが。 

わずかな平場、五木は253ヘクタールありますが、そのうちの７割は山、そして

３割が平地で使えるかと言ったら、そうじゃないんですね。この３％の中には道路

であったり畑であったり、川であったり、やっぱり本当１％もないと思います。自

由に使える土地なんて本当にないです。ですから、五木にとって平地というのは本

当に宝です。何をするにも、よその町村に私はよく言うんです、おたくなんかなん

ぼでも土地があるから、やろうと思えば何でもできる、五木はやりたくても場所が

ないんですよ、土地がないんですよと私はよく言います、よその議員さんに。だか

らそういった意味ではやっぱり平場というのは、とりあえず目的は決まっていなく

てもですね、やっぱりある程度思い切って開いておく。頭地でも大事な、見てくだ

さい、今住んでいる代替地だって、34.5ですか、ここの土地も優良農地だったのが

代替地になった。元住んでいたところは水没して使えない。あれは五十何ヘクター

ルあるんでしょう。それだけ減ったわけですから、やっぱり20ヘクタールでも足り

ないくらいですから、つくって、そこでいろいろなものができるということですの

で、そこらへんの意気込み。担当課長はどうですか、この前ちょっと話したときに

は用途が決まっていないから、まだどうだこうだという話をされましたけど、用途

が決まってから開くんですか、それとも、とりあえず決まっていなくても開いても
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らうのか。そこらへんの考えですね、どんなですか。 

○議長（早田吉臣君） 土肥ダム対策課長。 

○ダム対策課長（土肥整二君） おはようございます。 

今、１番議員からの御質問で、用途が決まってから開いてもらうのかという御質

問ですけども、今現在、国のほうから示された最大20ヘクタールの候補地、これに

ついては現在、地質調査、あるいはいろんな調査を国のほうで行っていただいてお

ります。 

どういうふうに活用していくかにつきましては、先ほど村長からもありましたよ

うに、今年度、村のほうの考え、あるいはこれまでグランドデザイン協議会、ある

いは村民の皆さま、各種団体からいただいた御意見を踏まえて絵のほうに乗せて協

議を進めさせていただきたいというふうに思っております。 

また、工期について先ほどからありましたけども、国のほうでは平場の造成の最

終的な工期については流水型ダム建設の最終年度である17年度までには完成したい

というところで進められておりますので、できるだけ村のほうも早くお示しをして

取り組んでいただくようにお願いしていきたいというふうに思っております。 

○議長（早田吉臣君） １番、田山議員。 

○１番（田山淳士君） ダムができる2035年完成予定ですから、それまでにということ

でしょうけど、私はやっぱり遅いと思うんです、それではですね。やっぱり少なく

ともダムができあがる何年か前には完成して、地質も固まって、そしてそのような

姿勢していかんと、今から検討するとおかしいですよ、課長。課長も何年もなるで

しょう、ダムに来てから。やっぱりそういうのが一番大事な仕事だと思うんです。

そこらへんをですね、ぜひ今後頑張っていって、私もダムの特別委員会の委員長も

しておりますのでそういった責任も感じるんです。やっぱり何としてもですね、こ

のダム、しまったと思わないように、そのためには今ですねいろんな討論をして、

村民のために前向きにやっていかないと、後から何を言っても戻ってこないんです

よ。先手を打って能力を働かせてやらないとですねいいものはできないと思います。 

この問題、最後に、村長、代替地のシミュレーションをくださいといったら返事

をもらったかな、そこらへんももう一回、できるのかどうか、もう一回答弁をお願

いします。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

今、土肥課長のほうからちょっとお話もありましたけども、平場の造成について

は国が示しておりますとおり、最大20ヘクタール。いろいろ協議の中でも議会の皆

様にも示しておりますように、今ちょうど小学校の前の、義務教育学校ですけど、
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その前の村道間平場と、あと前の平場と、今調査、これから８年度から取り組む箇

所については高野から坊主山、久領の一帯を平場をつくっていきたいということで

国のほうには取り組んでいただいております。 

そういう中で、今、議員がおっしゃるように全体的な絵を、これは最大描いたと

ころで国から示しておられます、これについての精査をやっていくべきというふう

に思っておりますし、もう１点については水没地の利活用、これを含めたところの

平場の造成というのも視野に入れてやっていかないことには、流水型ダムの特徴と

しましては、いろいろ大雨が降ったときに治水機能を生かすということで、普段は

普通の平場が水没地には残っておりますので、そういうのも将来見据えたところの

平場の造成も含めて検討が必要かというふうに思っておりますので、とにかくスピ

ードを上げて、村のほうではおおまかいろんな形についてはいろんな、先ほどあり

ましたようにアンケートとかいろんな各種団体の意見等を聴取しておりますので、

それを基に議員の皆さんと協議する場においてはそういうもののたたき台的なもの

をつくってお示しをして、それについていろんなまた御意見をいただくという形に

なろうかと思いますので、早くそういう場を設けていきたいというふうに思ってお

ります。 

よろしくお願いします。 

○議長（早田吉臣君） １番、田山議員。 

○１番（田山淳士君） シミュレーションでつくってもらうということは私は考えます

が、今、村長の発言の中にですね水没地区も含めてという話がありましたが、あそ

こに例えば五木源パークのほうが広いですよね、あそこに水害で泥がたまったらで

すね私は元の姿に戻らないと思います。なぜかというと、やっぱり芝というのは水

に何日かつかると枯れて駄目になるんです。例えば人吉の令和２年の豪雨のときに

人吉市の城内の公園がつかりました、泥が上がってですね。今見てください、６年

経つけど、まだ本当じゃないです。戻るのに相当時間がかかるそうです。たったあ

れだけの広さでもあんなものじゃないですかね、こっちは。 

だから、私は使えれば使ったほうがいいんですが、それを当てにしないほうが私

はいいと思うんです、水没地区の代替地の利用、水没地の平場のできている利用と

いうのは、できれば使ったほうがいいけど、それも見込んでというような考えをし

ていると、それは甘いと思うんです。私は難しいと思うんです、この利用は。だか

ら、ないものとして、あればもうけぐらいの考えで利用していかないと、河川敷だ

し、やっぱりできればきれいにしておって使ったほうがいいけど、水害はいつ来る

かわからない。一回来れば、本当とても使える状態にするには相当のエネルギーが

要ると思うんです。ですから、そこらへんも含めてですね今後やっていかないとい
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けないと思います。 

余り長くなるとあれですので、今度は最後にいきます。観光施設についてという

ことで、今、五木村には観光客も今から夏場はバーベキューとかですね白滝公園と

かあちこちでバーベキューをやっている方もいるんですが、５月27日の人吉新聞に、

球磨郡内のバーベキュー場の紹介が出たんです、御覧になりましたか。ここに相良、

人吉、山江、球磨村、錦、あさぎり、多良木、湯前、水上、どこの町村にもですね

バーベキューができる施設ということで案内がされているんです。その横には御利

用の際、問い合わせくださいということで電話番号とか山江の産業振興課とか錦の

観光課とかいろいろ書いてあります。こういった五木には問い合わせがあったのか、

問い合わせをしているはずなんですよね、していないのに、こうやって五木だけ載

っていない。全町村載っているのに五木だけ載っていない。だからバーベキューを

するところがあるのは知っています、だけど新聞に何で紹介されなかったのかとい

うふうに思うんですが、これは新聞社のほうから問い合わせがあったんですか、な

かったんですか。担当課長でもわかれば。５月27日の新聞に紹介されました。 

○議長（早田吉臣君） 土肥産業振興課長。 

○産業振興課長（土肥博司君） お答えします。 

今の人吉新聞さんの記事につきましての掲載依頼、それにつきましては把握して

おりません。担当のほうに話があったのか、私のほうまでは聞いたことはありませ

ん。 

○議長（早田吉臣君） １番、田山議員。 

○１番（田山淳士君） これはそんなことだから確認だけでいいんですが、恐らくです

ね、課長、私は電話ぐらい来ていると思います。でなければ、何で全町村、電話番

号も書いてあるんですよ、多良木はブルートレインたらぎ、電話番号も全部入って

います、あさぎり、全町村入っています。五木だけ外して載せたということは私は

ないと思うんです。これは確認してください、誰かに来ているはずです、担当に。

それを課長に報告しなかったのはちょっと問題です、また。 

そういうことで、こういうのは逆に今度はどこかバーベキューでもするときにで

すね五木にもこういうのがありますよという記事でも書いてもらうような宣伝とい

うか、何か残念な感じがするんです、五木だけ、やっているのにないというでなっ

ているんです。ほかにはスポンサーも付けて、肉屋さんとかいろいろ書いて載って

いるんです。そういったことがないようにですね、部下の方にも指導をですね、細

かいことまで報告するというようなことをですねぜひやっていただきたいと思って、

最後に答弁をお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 土肥産業振興課長。 
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○産業振興課長（土肥博司君） お答えします。 

今の点につきましては再度確認させていただきまして、もし問い合わせ等があっ

た場合は、村のＰＲにつながるものでございますのでそういったものに対して適正

な対応を取るように指導していきたいと思います。 

○議長（早田吉臣君） １番、田山議員。 

○１番（田山淳士君） これで、私の一般質問を終わります。 

○議長（早田吉臣君） これで、田山議員の一般質問を終わります。 

ここで、暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前10時34分 

再開 午前10時34分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（早田吉臣君） それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

次に、２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 議長の許可がありましたので、一般質問をさせていただきます。 

今回は４つの項目について、村長及び担当課長の考えをお尋ねしたいと思います

のでよろしくお願いしたいと思います。 

まず、１問目です。ひかり輝く新たな五木村振興計画についてでございます。こ

の質問については、前の一般質問でも同じようなことで質問させていただきました

が、村の振興についてはここ数年が重要な節目となる。村長が言われるように、村

の振興は待ったなしということもありますので、改めて質問をさせていただきたい

と思います。 

ひかり輝く新たな五木村振興計画が策定され、第１期、これの４年目を迎えてお

ります。村はこれまで安全で安心でという、いつまでも住み続けられる村、これを

目標に国、熊本県と一体となってハード事業・ソフト事業を様々な事業に取り組ん

でこられました。以前には平成21年にふるさと五木村づくり計画ということもあり

まして、これについても村の振興について長年取り組んできておることと思います。 

そんな中、ひかり輝く新たな五木村振興計画、この第１期の４年目を迎えるに当

たり、村長はこれまでの取組についてどのような評価、あるいは成果といいますか、

村長の思いというものをまずお尋ねさせていただきたいと思います。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

今、五木村が進めておりますひかり輝く新たな五木村振興計画について、ちょう

ど令和５年からスタートしまして今年が４年目ということになっております。そう
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いうものを受けてどういう評価を村長なりしているかという御質問かと思っており

ますけれども、この４年間を振り返ってみたときに、一番大きなことは令和６年の

村民集会におきまして流水型ダムを前提とした村づくりにスタートを切ったという

ことが一番大きなインパクトがあったというふうに思っております。 

令和５年の基本計画のときには蒲島知事、また九地水は藤巻局長がおいでいただ

きまして基本計画の確認をしましたけども、令和６年の村民集会、また、その中で

あった流水型ダムを前提とした村づくりにスタートを切るということの中で、令和

６年７月に当時の木村知事、また国においては九地整は森田局長でありましたけど

も、来ていただきましてまた巻頭言を書いていただきまして、五木村振興にはそれ

ぞれの立場で、国・県の立場でしっかり寄り添って約束をしますということをいた

だいております。 

これを基に、今、令和６年、７年、８年になりましたけど、まだまだ実質は２年

間でありますけども、国・県のおかげでいろいろ、先ほどあった平場の造成、また

右岸側の道路、ダム事業に関わることと、また河川整備計画が令和４年に制定され

ておりますので、一番村が心配しておりました竹の川からの上流域の宮園地区のい

ろんな河川整備についてもしっかり、今、国・県で取り組んでいただいておりまし

て、それについてはやはり五木村の安全・安心の確保についてはこのスタートを切

って良かったなというふうに思っているところであります。 

それとあと、ここに書いてありますように、人材育成等については非常に村内を

見た中でも、これは新たな起業家、村内で業を起こした方もおられますし、また、

村外から五木に来られて新たな取組としていろんな業をやっている企業もおられま

すので、非常にここ二、三年の中には五木の将来についてはそういう新たな企業が

生まれ、また地元の企業の皆さんもしっかり、例えば事業の後継者ということで二

代目の方がしっかりその企業の後を継がれて、それの投資をしていただいて、村も

支援をしておりますけども、そうやって若い世代、いろんな産業等についても安

全・安心と一緒に非常に活性化してきているなというふうに私の中で実感をしてい

るところであります。 

しかし、先ほどもありましたけども、ハード整備も含めて、ソフト対策も含めて、

やはり五木で暮らす皆さんがしっかり自信を持って、これからの将来に夢を持つよ

うな村づくりはこれからスタートしていきますので、それでスピード感が落ちない

ように国・県にはしっかりお願いをしながら、また議会の皆様と協議をしながらこ

の流れをしっかり将来にもつないでいきたいというふうに考えておりまして、これ

からが本番が来るというふうに思っております。 

よろしくお願いいたします。 
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○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） ハード事業・ソフト事業、これまでいろいろ事業に取り組んで

こられた。今後も国・県の指針をいただきながら村の振興は待ったなしということ

でございます。 

その中で、ハード事業についてはですね地域住民の方に目に見えてですね変わっ

たとかよくなったとか非常に実感が湧くことが多いと思います。一方でソフト事業

ですね、これについてはなかなかその効果というのが見えにくい。その中でソフト

事業、人材育成も含めて移住・定住、雇用の場の確保、産業振興とかですねいろい

ろ取り組んでこられておりますけれども、これまで取り組んできた中で、ソフト事

業、目に見えにくいものですから、村長としてですねこの中で効果があったとか、

今後これを続けていけば効果が出てくるとかいう事業がありましたらお尋ねしたい

と思います。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

今、議員おっしゃるように、ハード的なものについては村民の方にも目について、

いろんな形の中で今進んでおります。それを将来、村を支えるような人材育成も含

めてソフト事業についてはどうかというお話ですけれども、今、先ほど申しました

ように村内の若手のグループさんが非常に活性化しておりまして、集まって月に１

回、２回の会議を持ちながら村全体の話をしていただいております。それとともに、

そこのネットワークも広がっていきまして、今、東京のほうにも五木村の応援団と

いうことで、それは皆さんそれぞれで集まっていただいて、いろんな起業の方が五

木のことを考えていただいておりますし、その中で、村として政策で打っておりま

すのは、子育てから教育を含めて、この20年間をしっかり人減力の向上も含めてや

っていこうということで、１つの人材育成については教育を柱として、この前、保

育園と五木学園、また五木分校と林業大学校も含めて、村も入りまして五者で包括

教育連携の締結をやったところであります。 

それと、この前は岐阜県にできましたＣｏＩＵという大学も来ていただきまして、

来年度からサテライトとして五木村を選んでいただきましたので、それに新しい学

生も入ってくるということになってきますので、そういうものが始まりますと、村

内にいろいろ若い人たちがいろんなことで活躍の場が広がっていきますし、それを

見ていただきますと地区の方々も非常に賑わいを感じていただくというふうに思っ

ております。 

それと相まってハード整備はその横でしっかり整備していただくということにな

ってきますので、これからそうやって若い人たちがいろんなチャレンジとかいろん
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なものについて取り組んでいくことについては村もしっかりサポートしながら一緒

に考えながら、これから村の将来について一緒に取り組んでいきたいというふうに

思っておりますので、とにかくそういう若い人たちの担い手育成が一番大事かとい

うふうに思っております。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 先ほど言いましたけど、ソフト事業というのはなかなかですね

目に見えてその効果を図るというのはなかなか難しいところでございます。ソフト

事業の中で最重要課題、この課題の解決が急務と、喫緊のものだというものはやっ

ぱり人口減少に対する対策、あるいは移住・定住の施策だと思います。 

村内の各地域においては５年後、10年後においては、地域の集落がどうなってい

るのか、非常に不安のある地域もございます。人口減少問題、村の一番の私は課題

だと、問題だと思っておりますけれども、この対策について、これまで取り組んで

こられた事業、これについて効果が少しでもあったのかどうか、それとも改善する

ところがあるのかどうか、村長、どのようにお考えなのかお尋ねします。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

村の最大といいますか重要な課題は、今おっしゃっていただきましたように人口

減少と少子高齢化というところであります。これは、皆さん御案内のとおりで、昭

和34年に6,000人という統計がありますけれども、今が800人弱でありますけども、

そのように人口減少が進んでおります。これは熊本県内で一番小さい自治体でもあ

ります。そういう中で、今おっしゃいましたように、各集落についても非常に人も

少なくなって高齢化も進んだということは私ども村としても捉えております。各地

区、この前行いました座談会の会場でもそういうお話もいただきましたで、そうい

う対策はどうするのかという住民の方からの質問もあったところであります。 

そういうものも含めて、いろんな地区のいろんな高齢者についてのいろんな福祉

については今後、遠隔医療も進めましょうということと、買い物支援のいろんなニ

ーズ調査も今やらせていただいておりますし、光ネットワークが各家庭に入ってお

りますのでタブレット化もやっておりますし、そういうものを含めて住民の方にし

っかり行政サービスが届くようにと、それぞれの住民の方が健康で社会参加ができ

るようにということで、今、保健福祉課のほうと社協のほうも一緒になって、どう

にか社会参加できるように、お元気でということで取り組んでいるところでありま

す。 

いずれにせよ、やはり若い人たちが五木に残って頑張るということになってきま

すと、それなりの業としては収入を得て、そして暮らしの中で安心して子育てがで
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きたり、教育がしっかりし、また、いろんな余暇についても土日についてもいろん

なものが賑やかになってくれば、やはり五木に住んで暮らそうという、五木のもと

の五木の住民の方の子どもさんかた、そして、あとそういうのが広がっていきます

と村外からも五木に行って教育を受けたい、子育てをしたいとかそういういろんな

総合的に五木村のこの環境を生かした子育て、また仕事の生業等についても五木で

暮らしたいと、そういう方を広げていくべきというふうに思っておりますので、そ

れについては今スタートしましたので、いろんな具体的な政策についてはこれから

まだまだ精査しながら進めていければというふうに思っておりますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） さきの新聞でですね令和７年の国勢調査の結果が出ております。

村長、今言われましたように、令和７年の国勢調査では五木村が人口が810人と、

その前の５年前のですね国勢調査では931人と、減少が121人、この５年間で減りま

した。過去を振り返ってみますとですね平成12年、2000年ですけれども、これから

平成17年、2005年までの５年間で172人の減少。それから、平成22年、2014年まで

に153人の減少。前々回、平成27年、2015年までの５年間で150人の減少。おおむね

平均すると130人前後ですか、このくらいなると思いますけれども。これを考える

とですね今後５年間で百二、三十人、仮に減るとすると700人切るわけですね。こ

れが10年すると600人と、単純に考えればこういう数字が出るんですけれども、か

といって、人口減少対策というのは非常に難しくてですね、その有効な手立てとい

うのはなかなか見つからないというのは本当、現実かと思います。 

しかし、人口減少が止められなければ、今計画に掲げてありますひかり輝く新た

な五木村、それの目指す姿、これにはほど遠い、大変厳しい状況になるやもしれな

いという危機感があります。 

人口減少は私が言うまでもなく、地域のコミュニティの崩壊、経済の低迷、生活、

教育、そして雇用の場をつくっても、そこで働く人がいない。ひいては五木村がど

うなるのか、本当不安が今のところ大きくなるばかりになります。 

それでですね村民が安全・安心できる生活環境、ハード事業を含め、これを拡充

していくのはもちろんでございますけれども、移住・定住における新たな支援策、

あるいは子育て世帯への支援策の拡充、あるいは新たな起業の支援の拡充等々、今

考えられることは、みんなと共にですね最重要課題として取り組んでいかなければ

ならないというふうに思います。今考えられるのは、これは語弊がありますけれど

も、考えられる施策を思い切ってやってみるということではないかなというふうに

思っております。本当、このままではですね五木村が将来どうなっていくのか、ち
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ょっと不安が大きいものですから、その点について村長は今後、思い切った人口減

少、移住・定住、これについての何かお考えがあればお尋ねしたいと思います。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

人口減少等に伴う思い切った政策をというお話でありまして、先ほど申しました

ように国・県・村三者でいろんなハードも含め、ソフトも含め対策をとっていると

ころであります。 

令和８年度の五木村の新たな五木村振興計画の実施計画４つの柱がありますけれ

ども、それがすべて、私から言わせますと思いきった対策というふうになってきま

す。これを精度を上げて、いろんな若い人たちの意見も今聞いておりますけれども、

高齢者のいろんな課題も聞いておりますけども、そういうのを１年、１年、精査し

ながら国・県と一緒になって政策をつくっていっておりますので、この精度を上げ

ていきながら、先ほど１番議員からもお話がありましたように、まだまだ村のハー

ド的な形はまだ将来図が見えておりませんので、これをしっかり令和８年度中に整

えて、その中で村内の企業等についても設備投資をそれぞれやっていただいており

ます。 

そういう人たちがしっかり村で活躍をし、また雇用が生まれて、それで五木の生

業が始まると。もう１点は、村外のいろんな皆様が五木の令和８年につくりました

五木村の新たな振興計画の実施計画等を見ていただいて、こうやって五木村の中に

は将来に向かっていろんな希望があるなとか、チャレンジしてもいいなという方が

おられたら、村としたら喜んでお迎えをして一緒になって検討していくということ

が始まりますので、私も先ほど言いました、令和５年から新たな振興計画がスター

トしまして今年で４年目を迎えたところでありまして、これがあと１年、２年で人

が増えてくるというふうに私はまだ理解はしておりません。これからまだまだ長い

目でしっかり地盤を固めて、しっかり根を張った人たちが五木で暮らして、それが

また大きな形となって雇用が生まれて安定したものがつくられていくと思っており

ますので、これから先、いろんなことについてはいろんな精査をして、それを国・

県・村と一緒になってつくっていくということが大事かと思っておりますので、い

ろいろ実施計画をつくっておりますけれども、それをベースにしっかりまた取り組

んでいきたいというふうに思っております。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 今後ですねそういったハード的なもの、建屋をつくったりです

ね道路をよくしたりということも非常に村民生活にとってはですね非常に大切なこ

とかなというふうに思いますけれども、とにかく何度も言いますけども、人口減少、
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そこで働く人がいなければ建屋をつくっても、いろんな政策をしても余り効果がな

いといいますか、やっぱりハードとソフト、例えば雇用の場の作成も必要ですけれ

ども、それとセットでですねやっぱり移住・定住、人口減少対策、例えば、今住ん

でおられる若い人たちへの支援、子育てされる方への支援とかですね、今住んでお

られる人への支援も大事かなと。その上で新しく入ってこられる移住・定住される

方への支援をどのようにすればいいのかと、このへんをしっかり考えていく必要が

あるのかなと思っておりますので、ハードとソフト、雇用の場と人口減少、今おら

れる方、若い人たち、子育て世帯の方たちへの支援とかですねそういうのもセット

として考えていただいてですね、人口減少を何とか歯止めをかけないと、何度も言

いますけれども五木村の未来は、ここに書いてあるひかり輝く五木村、これになる

ようなことを、今から本当、一生懸命、お互いにですね考えていければなというふ

うに思っておりますので、村長、よろしくお願いしたいと思います。 

その中でですね、先ほどありました地区座談会ですね、あるいは若い人たちとの

交流会、このへんを村のほうでは何回かされているということもお聞きしましたの

で、そのへんの若い人たちの考え、あるいは地区座談会での移住・定住、人口減少

問題に対する御意見というかアイデアとかですね、そういうものがあったのかどう

か。あれば、どういうものがあったのかちょっとお尋ねをしたいと思います。担当

課長、お願いします。 

○議長（早田吉臣君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前10時57分 

再開 午前10時58分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（早田吉臣君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

○議長（早田吉臣君） 土肥ダム対策課長。 

○ダム対策課長（土肥整二君） それでは、御質問がありました点について、まず、行

政座談会のほうですけども、こちらは５月14日から21日まで、５地区において開催

させていただきました。 

こちらの座談会の御意見、村民の皆さまからの御意見の中には、特に移住・定住

等についての御提案であったり御質問等はなかったというところです。 

また、もう１つ、村内の若い方たちの意見を聞く場というところで、これにつき

ましては、今現在、村内の異業種の方、若い事業主の方たちが、先ほど村長のお話

にもありましたように、月１回、２回、お集まりいただいて、村の課題について協

議をいただいている場もございます。そちらのほうには村のほうも出席をさせてい
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ただいていろんな御意見もいただきながら、提案等もいただきながらお話をさせて

いただいている機会もございますので、今後もそういった機会、あるいは村のほう

としてもいろんな方の御意見を聞く機会を設けながら、先ほど新たな振興計画の今

後のソフト事業等に、あるいはハード事業に踏み込めるようなものについては踏み

込みながら、将来の人口減少対策について、あるいは移住・定住対策について取り

組んでいきたいというふうに考えております。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） とにかくですね人口減少問題についてはですね村全体で本当一

生懸命知恵を出し合ってですね何とか人口減少に歯止めをかけるとかですねいうふ

うなことでお互いに考え、知恵を出し合っていきたいと思っておりますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

その１つとしてですね、さきほど村長が言われた、ＣｏＩＵ大学との連携協定

を結ばれたということで報道もされておりますけれども、村長が言われるようにで

すね連携協定において地域の魅力の発信、あるいは人材育成、関係人口の増加につ

ながり、少しでも村が明るくなるようなですね、大学の提案とか連携の中で取り組

んでいくということで村長も言われておりますので、ぜひですね学生さんたちとの

交流の場で村の人口減少、移住・定住について意見を交換しながら、ぜひ人口減少

問題については対策をよろしくお願いしたいと思います。 

次に、観光振興についてお尋ねをさせていただきたいと思います。これまで村

の観光振興、それとそれに伴う交流人口の増加ということは随分長い間ですねこう

いうことを掲げて観光振興には取り組んでこられたというふうに思います。先ほど

１番議員さんからもお話がありましたけれども、川辺川ダム関連工事に伴いですね

村の観光の核となりつつあった渓流ヴィラが、３月末をもって通常営業を終わった

と。また、水没予定地がですね関連工事によって環境が大きく変化するということ

で、この点についてはですね村の観光振興、ひいては村の経済にとって大きな痛手

となるのではないかと。このような状況の中で、村長は今後の観光振興、先ほども

１番議員さんからお尋ねがありましたけれども、重ねて今後の観光振興をどういう

ふうに進めていかれるおつもりなのか、その考えをお尋ねしたいと思います。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

観光振興ということであります。観光振興については、先ほど一例を出していた

だきましたように、いろいろ村の振興等に関わることで、水没地にありましたヴィ

ラタイプの渓流ヴィラについては３月いっぱいで従来のサービスを停止しまして、

新たに１棟貸しということでサービスの提供を始めさせていただいております。 
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五木村のこれからの全体的な観光振興をどう思うかという御質問でありますので、

私なりにはやはりよそと違ったものが五木に何があるかといいますと、やはり自然

の豊かさが一番売りだというふうに思っております。当然、川辺川については19年

連続日本一の清流ということで認定いただいておりますし、五木村から今度は五家

荘にかけての中央山地も非常に四季を通じていろんな花も咲きますし、いろんな植

物もあります。仰烏帽子山の福寿草もありますけども、そういった全体的なものを

観光として取り入れるべきというふうに思っております。これは国土交通省におか

れましても特に川辺の事務所のほうで、川辺川アカデミアということで川辺川は偉

大な学校であるということで捉えて、私どもの村の理念と一致しますので、国・県

一緒になって村もそこに入りながら、この自然を生かした観光振興をこれからやっ

ていきたいというふうに思っております。 

その中で、当然、今ありますような施設、また、これから新たにつくる施設等に

ついても、そこをしっかり生かしながらそういうモデル的なものをつくりながら全

体の事業所も参加をいただいて取り組むのが、一番五木村の将来の観光については

大事な肝かなというふうに思っているところであります。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 資料によりますとですね、五木村の日帰りと宿泊を合計した観

光客の総数でございますけども、平成27年に約17万6,000人、これがピークで、近

年は約15万人前後というふうになかなか観光客の増加にはつながっていっていない

というふうな数字が出ております。昨年は、この新聞を見ると15万6,000人という

ことでございます。 

川辺川ダム、この完成には今後10年程度の期間がかかると言われておりますけど

も、観光についてもダムの完成、10年間、この期間、村の観光が滞ることがあって

はいけないというふうに思っております。交流人口を増やすとかですね新たな観光

資源の開発とか、何とかですね観光振興につながるような仕組みづくりが必要かな

と、それがやっぱり村で商店とかされている方の経済が潤う、こういうふうに宿泊

客が増えることによって、民宿とかですねそういうところの収益が上がるとかです

ねそういうふうな効果が出てきますので、観光振興、観光客の増加についてはです

ね今後、ダムが完成するまでは何もできないということがあってはならないという

ふうに思っております。 

やっぱり何とかですねその代わりの方策というか、これを考えていかなければい

けないというふうに思っております。近隣の町村ではですね最近新聞に載っており

ましたけども、いろんな町が観光ツアーの拡充とかそういう話も出ておりました。

あるいは相良村でトトロの森の名勝地の指定とかですねそういうことでされており
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ます。そういったことをまねするわけではないですけれども、本村でも今後ですね

新たな登山ルート、これの開発とかですね、あるいはグリーンツーリズム、これを

生かした体験交流の場の拡充、あるいは観光会社と提携した観光体験ツアーとかで

すねそういうものが考えられないかなというふうに思っておりますけども、村長、

私はおおざっぱな考えですけども、村長は今後、そういうふうな新たな観光資源と

かですね仕組みづくりとかですね、そういうのを何か考えておられるのかお尋ねし

ます。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

観光については来年度、国のほうにおいてはダム本体の着工に入るという話を聞

いておりますので、それを境に、どうやって五木村が、村内にも当然ですけども、

村外に向けて観光のいろんなものをアピールしていくかという非常に大きなタイミ

ングが来るというふうに思っております。 

先ほど申しましたように、自然を生かすことは重々当たり前の話ですけども、そ

れに伴っていろんな組織、それを運営する組織等についても考えるべきというふう

に思っております。それとまた、交通体系についてもそうであります。 

昔、五木村のほうには観光協会というのがございましたけども、今はそこがなく

なりましてから、一部的に道の駅のほうで情報センターということでいろんな情報

を発信しておりますけども、まだまだ、これは観光の側面から見ますとなかなかま

だまだ弱い組織であります。よそにありますように地域版の観光ＤＭＯというのが、

法人でありますけども、そういうものが着地型の商品をつくったり、交通体系の管

理をしたり、いろんな宿泊所と連携をとってそこにお客を入れ込むとか、そういう

強力な組織も必要かというふうに思っております。 

そういう中で川辺川全体を見ますと、ダム本体から下流域の球磨川合流点までは

川辺川の延長の３分の１であります。本体から上流の五家荘の源流までが３分の２、

長さ的にはございます。前回も五家荘の皆さんと連絡は取りましたけども、一回、

この機会に、また過去、ＧＯＧＯプロジェクトというのをやっておりまして、五木、

五家荘ということで頭文字を取ってＧＯＧＯプロジェクトというのをやっておりま

した。いよいよ、私ども観光について、そういう、これを境にひとつアピールして

いこうということも考えておりますので、これについては五家荘地区の皆さんとも

また連携をしながら、あそこにも民宿とかいろんな旅館等もありますけども、先ほ

ど言っていただいた中央山地のいろんなトレッキングとかトレイルランとかいろん

な商品的なものも想定されますので、それをしっかり商品をつくっていければとい

うふうに思っております。まずは組織の見直しも、そういうのもつくっていければ
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というふうに思っております。 

それと、もう１点は、やはり交通体系の、今、村でも見直しをかけておりますけ

ども、従来の観光客の入り込み等については、ほとんどが、マイカーで来る人は別

でありますけども、ほとんどが従来の国道219から入ってこられたり、それと肥薩

線で人吉駅に降りてそれからバスで入ってくるとか、そういう交通体系がほとんど

だったというふうに思っております。大通峠のループ橋ができましてからは大型観

光バスも入ってきておりますけども、そういうものを視野に入れますと、観光に携

わる交通の見直しも必要と思っておりますので、特に私が一番考えておりますのは、

村内の交通体系の見直しをかけるに当たっては、観光も視野に入れたものをつくる

べきというふうに私は思っておりますので、そうしますと、新八代駅まで五木のほ

うから観光の予約制度にしろお迎えに行って送りに行くと。また、五木のほうから

五家荘地区とかいろんな登山道にお客を送り、迎えにも行くと。そういうものをこ

の機会に一回整備をしたらということで今取り組んでいるところであります。 

そういうものをしっかり捉えて五木村全体、また中央山地全体の川辺川上流域と

しての村づくりは五木にしかないものというふうに思っております。当然、五木の

子守唄も含めてですけども、そういう伝統文化も活かしながら、自然の中で観光を

しっかり取り組んでいきたいというふうに思っているところでございます。 

○議長（早田吉臣君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前11時13分 

再開 午前11時21分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（早田吉臣君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 観光振興についてはですね村と一緒でですね我々もいろいろ考

えてまいりたいというふうに思っております。 

一方でですね、１番議員さんの質問の中にもありましたけども、観光客を増加さ

せる、一方でこの方たちを宿泊させる施設がなかなか足りないという課題もありま

す。この点についてもですね観光振興、交流人口の増加とかですね観光客の増加と

併せて、観光で訪れる方の宿泊対策、これを今後どういうふうに対策をとっていく

のか、この点について、ぜひセットでですね考えていければなというふうに思って

おりますので、村のほうもその点についてもその対策については考えていただきた

いというふうに思っております。 

次に、２点目ですけれども、村の財政計画についてお尋ねをさせていただきたい
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と思います。前回も財政については質問をさせていただきましたけれども、今年度

の当初予算では一般会計総額50億7,000万円と、前年度比約10億円の増加となって

おります。これは主に、五木学園の校舎の新築工事によるものが主な要因だと思わ

れますけれども、この小さな自治体で50億円余りの予算、しかも、そのうちの５分

の１、約10億8,000万円が村債、借入で賄われる予算設計になっております。この

予算について、村の財政規模からですね今後の村財政状況についてはどのように捉

えられておるのか、総務課長にお尋ねします。 

○議長（早田吉臣君） 竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） お答えします。 

お答えに入る前に前段でちょっと御説明をさせていただきます。御存じとは思い

ますが、前の県知事がダムを白紙撤回されました。それから、五木村振興に対して、

私が本部長になって五木村振興を進めていくと言われました。そのときの五木村振

興に対して10億円提供といいますか、されました。条件ではないんですが、私たち

が事業を遂行するに当たり、国の補助事業であったり、県の補助事業、あるいは有

利な起債を起こしてやりなさいというのが条件でした。今回、令和５年から始まっ

た新たな振興計画も、そういう条件じゃないですけど、そういうのが前提でござい

ました。 

本題の財政状況と、起債もちょっと話しますが、今回、県の振興基金が、これも

若干お話ししましたが、令和５年度で10億円、６・７年度がございませんでした。

今回の補正予算で５億円ということで、こちらも御存じと思いますが、インフラ整

備、どこに道路改良、道路維持管理、あるいは簡易水道、地元の管理の水道施設で

すね、これをやれるに当たってかなりの事業費が大きい、億近いお金が必要な場合

もあります。当初から有利な国の補助事業等を使っておりますが、どうしても起債

に頼らなければいけないというのが現状でございます。過疎債を活用しても、12年

間の返済期間がありますので、結構これが、いわゆる借金が圧迫しているというこ

とです。 

ちなみに、財政の指標の分析ありますけども、過去10年間ぐらいを遡って実質公

債費率という指標があります、これはざっくり言いまして、村の標準的な財政に対

して借金、返済額がどれくらいのパーセンテージでいくかと話です。一番低かった

ときで令和元年度が7.1％でございました。令和６年が12.5％、約２倍までにはな

っておりませんが財政を圧迫している。ちなみに、今ちょうど、うちの職員、夜遅

くまで頑張ってもらっておりますが、地方財政状況調査が全国一斉に行われており

まして、決算統計と私たちは言っているんですが、それの結果によって令和７年度

がどのくらいの指標になってくるか。多分と申しますか、令和６年度が12.5％でし
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たので、それは必ず上回ってくるというような状況です。これについては９月の定

例会で報告はいたしますが、去年より悪くなるとは必然というかわかっている感じ

でございます。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 今、総務課長言われましたようにですね９月の定例会のときに

資料があればお願いしたいと思います。 

資料によりますと、地方債の現在高については平成27年度の22億8,800万円、こ

れ以降ですね年々増加しております。また、実質公債費率もですね基準内では今の

ところありますけれども、これについても令和元年度以降、年々大きくなっている

状況であります。令和６年度における地方債の現在高は36億4,331万円、今後です

ね振興計画を進めていく中でこの残高がまた大きく増えていくと、そして公債比率

もだんだん大きくなって財政の硬直化が進んでいくのではないかというふうに考え

てもいます。 

一方でですね村の貯金である一般会計における基金の残高は、令和６年度に32億

4,687万円となっておりましたけれども、令和７年度の、まだ決算は出ておりませ

んけれども、令和７年度の見込みでは22億7,973万円、約10億円ぐらい減ってくる

と。さらにですね資料によりますと、今のところ、令和８年度においては14億

6,710万円と、このうちの財政調整基金は３億4,375万円というふうに、さらに減少

することが予想されております。 

村の振興計画を進めていく中で熊本県は20年間で50億円の財政支援をするという

話にはなっておりますけれども、県の支援を受けながら、今後また村の振興計画を

進めていく中で、今後ですね村の借入、起債をする計画は今後振興計画を進めてい

く中でどういうふうな計画になっているのか、総務課長にお尋ねします。 

○議長（早田吉臣君） 竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） お答えします。 

起債の問題ですけども、先ほど、前段に９月に資料をということであるんですが、

監査委員が監査された決算の報告書があります。タブレットにも昨年度分が入って

おりますけれども、その中に財政指標の一覧がありますので、そちらを御覧いただ

ければ、過去10年間どれだけ悪くなったのかというのはわかります。これはそれの

コピーです。 

基金ですけども、最近の基金の状況ということで、こっちも監査委員さんからの

報告もあったのが４月分でした。今、財政調整基金が５月末で６億8,000万円、い

ろいろ基金は目減りはしております。それで、今考えているのが、起債の繰上償還

をしていこうと。正直圧迫しています、言われたとおり。実質公債費率というのが
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18％を超えると、国とか県とかの許可が必要になる。ということは、駄目ですよと

言われたら借金もできない。そういう現象に陥ってしまいます。 

それで、今年度については減債基金、今までずっとためてきていました、それを

取り崩して繰上償還をしたいとは考えております。逆にと申しますか、減債基金も

それに使ってしまうとまた減ってくると。借金できるようにじゃないですけど、借

金できないとなると、また困りますので、起債を起こして事業を行っていくという

しか今のところないのかなとは思っております。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 今、総務課長が言われたようにですねやっぱり村の財政が危機

的な状況にならないようにですねしていかなければならない。今後ですね10年程度

のですねやっぱり財政計画をする必要があるのかな、起債の借入、あるいは事業の

計画、それに対しての借入がどのくらいになるか、返済がどのくらいになるのか、

今の状況はどうなるのかといったようなですね10年程度のやっぱり計画を、財政計

画をしていかないとなかなか振興計画を進める上においてはですね事業に支障が出

てくる可能性もありますので、その点についてはですね今はなかなか県の振興基金

の交付も１年に１回来るのか、２年に１回来るのか、３年に１回来るのかよくわか

らない状況というお話もありましたけれども、財政計画というのはこれがないと、

今後大きな振興計画を進めていく中では財源の確保というのがなかなか厳しいもの

になってくるのかなというふうに思っていますけど、その点について、総務課長、

どのようにお考えになるか。 

○議長（早田吉臣君） 竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） お答えします。 

黒木議員言われるとおりでございます。３月議会で豊永議員の答弁でしたか、何

しろ財政計画をつくらなければいけない、令和４年度まではつくっておりました。

ただ、言われるとおり、必ず１年で５億入りますよとかならつくれますが、これが

いつ入ってくるかが全然わからないということで、今つくれない状態です。こっち

が勝手に、年間５億円入ってきますよではつくれるんですが、実際入ってこないと

何もならないという感じですので、財政計画は必要だと感じております。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 振興計画、それにおける財源とかですね、村がいろいろ悩まし

いことになっておりますけれども、振り返って考えてみますと、本来、村の振興と

いうのはですね国や熊本県が責任を持って進める計画ではなかったのかと。そして、

その財源においても国、熊本県が責任を持って確保すべきではなかったのかという

ふうにちょっと思うところもあります。村の財政が無理をしないような計画、国及
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び熊本県はその点は十分考えていただければというふうに思っておりましたけれど

も、そんなことを考えますと財政規模の小さな村に大きな財政負担をさせて、しか

も将来的な不安を持たせ、振興計画をこのまま進めていくと。何か釈然としない思

いがあります。 

また、ダム事業が終わってですね、仮にダム事業が終わって、県の50億円の財政

支援が終わったときに村はどういうふうになっているのか、あるいは国や熊本県は

そのときに村に対してどのような対応をしてもらえるのか、なかなかわからない状

況になりますので、私としては非常に財政については不安があります。その点につ

いてですね、将来、村が安定した財政運営ができるようになるまでですね、国ある

いは熊本県に対して、さらなる財政支援を求めて、強く求めていただきたいという

ふうに思っております。その必要がぜひあると思いますので、村長、この点につい

てですねどのように考えなのか。ぜひ、これは国・県に対してですね求めていただ

きたいというふうに私は考えておりますのでよろしくお願いしたいと思います、ど

ういうふうにお考えなのかお尋ねします。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えします。 

財政の運営、取りまとめについては先ほど総務課長のほうから中身についてお話

があったとおりであります。村全体の話をさせていただきますと、令和５年から新

たな五木村振興計画がスタートしております。そのときに五木村としましては、こ

れまで進行が遅れてきた危機的な状況にあるということは国・県・村の共通認識と

して振興計画がスタートしております。 

振り返りますと、ダムの計画は60年ということで、いろんなハード整備について

もいろんなソフトについても遅れてきていると。そうしますと、令和５年に計画が

立ち上がりましたときに、５年間で凝縮して一気にそれはやっていかないと、村は

10年、20年とかでは滅びてしまうという危機感の中で、５年間で圧縮してやりまし

ょうということが今の現状にきております。 

その中でいろいろ、先ほど総務課長からもありましたけども、５年間でやろうと

いうことにつきましてはいろいろ産業育成、また人的な支援に加えて各地区の水道

施設の改修、また公共施設のハード整備について、これについては道の駅の改修は

終わりましたけども、今回上げておりますような温泉施設の改修建設、また義務教

育学校施設の建設、その後に、今度は交流館の改修も一応計画はしておるところで

あります。そういうものを一般の自治体としましたら、こういうものについては財

源を見合いながら、期間も分散しながらというところでありますけども、五木村の

振興の現状を考えますと、こういうものはやはりしっかり早く整備をして、それを
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もとに、先ほど議員から質問いただきましたようにいろんな五木の振興を加速して

いこうということに集約しておりますので、これについては基本的にありますのは、

国においてはいろんな補助政策、いろんなハード整備をやっていただきますけれど

も、村の振興等に関わるところにつきましては、県からお示しをいただきました。

ある程度の財源をしっかり交付いただいて、まず令和５年に10億いただいておりま

して、令和８年度、今回の予算に上がっておりますけども５億来ております。 

それをしっかり安定的に財政の確保ということで、議会共々要望いただいており

ますので、村のほうとしましてもしっかり財政計画が立てるように、ハード整備も

含めた中でいろんなインフラ整備、これからやっていきますけども、それに関わる

財源についてはしっかり県の交付金と財政の確保、これをお願いしていく、ものす

ごい大事というふうに思っております。 

従来の約束いただいたものについてしっかり交付をいただいて、その後に新たな

財源を求めるなら求めていくというのが筋というふうに思っておりますので、当面

は、県がお示しをいただいた財源についてしっかり確保、そしてまた交付をいただ

くということを県には求めていきたいというふうには思っております。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 村がですねこういうふうな状況になったのは何が原因が、どこ

に責任があるのか、そういうことを考えるとですね今の状況というのはちょっと釈

然としないような気もしております。熊本県の50億円の支援についてもですねいつ

入るかわからない状況じゃなくてですね、できれば一括して交付いただくとかです

ね、あるいは定期的に１年間に５億なら５億とかですね、そのような感じで交付し

ていかなければ村の財政計画が立てられないという状況でですね村の振興が図られ

るのかなと私は思っております。ぜひですね熊本県の財政支援については強くです

ね、この点については我々議会もですけれども、村長もですねぜひそのへんのとこ

ろは強くですね一緒に要望していきたいと、言っていただきたいと考えております

ので、頑張っていきましょう。 

次にですね飲料水供給施設の管理についてお尋ねをさせていただきたいと思いま

す。飲料水供給施設の管理については以前にもちょっとお尋ねをさせていただきま

したけれども、全体の人口減少あるいは地域の高齢化、このような状況になったと

ころで水源の管理とかですね施設の管理、あるいは導水管、配水管の破損とかそう

いったところの管理が地域ではなかなか難しくなってきていると。改めてですね今

後、地域の集落の人口も減ってくる可能性もありますので、管理ができなくなった

ときの対応、その点について村として、今後どういうふうに考えていくのか。建設

課長、お願いします。 
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○議長（早田吉臣君） 黒木建設課長。 

○建設課長（黒木光重君） お答えいたします。 

飲料水供給施設の管理ということで、故障とか破損とかあった場合の対応をまず

述べさせていただきますと、もちろん御承知のとおりですけれども、災害等に遭っ

た施設は災害復旧事業で村が行う。あと、また突発的な事象ですね不測の事態とか

想定外の事態とか緊急事態があった施設、同じようにその都度、村のほうで修繕は

していくところでございます。 

また、施設そのものについて今後どうなのかというお話でございますが、それに

つきましては、かねてから申し上げたとおり、27地区の老朽化診断調査というのを

しておりますので、それに基づいて、今、改修の計画、ひかり輝く五木村振興計画

の実施計画にも乗せている順序でやっていくところでございますが、一番問題とし

ている、管理についてどうするのかということでございます。本当、頭が痛いとこ

ろではございますけれども、御承知のとおり、条例とか管理規則においては村が整

備したものは無償で提供するので、地区のほうで管理は行うというふうになってい

るところでございますが、ある地区においてはそろそろ村のほうで管理できないか

とかという話もあるところではございますけども、また、一方ではある地区は、い

や、いや、うちはまだ水道料金なんか払って村にお願いするという話もございませ

ん、うちで管理するよというところもございます。 

お互いそういう状況、ケースバイケースでもございますけども、そのときの状況

に合わせて、今はっきり答えはできませんけれども、対応していかなければならな

いかなと思っております。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 今ですね私たちの集落でも施設の管理についてはですね、動け

る人といえば語弊がありますけれども、地域でできる人が出てですねいろんな管理

を、ホースの修繕だとか土砂の撤去とかですねそういうのをやっておりますけども、

あと５年、10年もしたらですねそれができる人がいるのかなというちょっと不安も

ありますので、そういったところを今後、村としてもですね、今後、私たちの集落

だけでなくてですね、これは村全体の集落の話だと思いますので、そのへんの管理

についてですね、今後どうやっていくのかというのをしっかり考えていただきたい

というふうに思います。 

その中でですね新聞等で有機フッ素化合物のことがよく出てまいります。地下水

とかですね湧水とかで基準値を超える有機フッ素化合物が検出されたということで

ございます。これが今年４月から水質検査の検査の項目の義務化になっております。

ただ、村管理の簡易水道とかいう施設については村がきちんと毎月水質検査を行っ
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ていると思いますけれども、地区管理の給水施設については、施設を設置するとき

にはですね水質検査をされると思いますけれども、その後は多分されていないのが

現状かなと。ただ、このようにですね有機フッ素化合物の検出が出てくるものです

から、地区の給水施設の飲料水についてもですね村のほうで年に１回とかですね数

年に１回とかですね、地域の人たちが安心・安全に水が飲めるようなことになるよ

うに検査を村のほうでしていただけないかと思っておりますけれども、建設課長、

これをどのようにお考えなのかお尋ねします。 

○議長（早田吉臣君） 黒木建設課長。 

○建設課長（黒木光重君） お答えいたします。 

今、ＰＦＡＳですね水質検査ということで、最近、テレビ、新聞等でもあるとこ

ろでございますけれども、その前に村の水道施設についてはその検査はもちろん実

施しているところでございます。 

２番議員さんおっしゃるのが、地区の飲料水供給施設でもそれはお願いできない

かという話と思いますが、先ほどもおっしゃられたとおり原水は村のほうでまずは

調査して、施設の改修時にもちろんそういう検査は行うところですけれども、月々

の検査、原水の検査は、村の皆さんから料金を取って飲む水はしますけれども、地

区のほうでは恐らくやっていないのかなと。ただ、次亜塩素酸を添加して飲む分に

ついては地区のほうでもちろんやられてるのではないかなと。 

したがいまして、原水の調査につきましては、地区の方が不安だということであ

れば、それは検査を実施してもいいのかなとは思っておりますけども、ＰＦＡＳに

あえていえば、そこが検出された地区をよく聞くと埋立地であったりとか、そうい

った酸性雨に心配があるとかそういうふうに聞いたところでございまして、五木村

で該当するのかなというところで、五木の簡易水道についてはもちろん該当はして

おりません、検出はされないところでございますので、すぐ健康被害に直結するこ

とはないのかなとは思っておるところです。ただ、地区の方から心配だというお声

があれば、当初予算でもとは思っているところでございます。 

以上です。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 今後ですねやっぱり高齢化が進む中で、地域の人たちの安心・

安全のためにもですね、できれば飲料水の施設の管理を含めてですね水質検査、こ

れについても何とか村のほうで対応できるようにですね、今後またそういうことを

お尋ねするかもしれませんけども、そういうところも含めてですね今後の管理の在

り方、水質検査の在り方について考えていただければというふうに思っております

ので、その点についてですね、今後とも私も考えてまいりますけど、そういうとこ
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ろで村のほうも検討をお願いしたいというふうに思っております。 

最後に、学校教育の教育環境についてお尋ねをさせていただきたいと思います。

本年４月から義務教育学校五木学園がスタートされました。来年４月からは相良村

と、2030年には山江村も開校を目指すということになっております。義務教育学校

については、メリット・デメリットいろいろ言われておりますけれども、教育長、

今年スタートした五木学園、この内容についてですね今後どのような教育環境、教

育の充実、前にもお尋ねしましたけれども、五木らしさがある特色のある五木学園、

どのように構築されていく考えなのか、お尋ねをさせていただきます。 

○議長（早田吉臣君） 西教育長。 

○教育長（西 龍三郎君） お答えします。 

今ありましたように、ちょうど学園が開校しまして３カ月ですね。当初の教育計

画によって、今、順調に学校運営はできていると思います。ただし、分離型ですの

で、第１校舎と第２校舎の行き来とかそういったところで若干不自由をおかけして

いるのが事実でございます。また一体型になれば、そういった環境も大分変わって

くると思いますので。 

今、どういった教育環境をやっているのはどういうことかということですけど、

３点だけ御紹介したいと思います。 

まず、複式学級について、指導の見直しをしております。複式学級の解消はなか

なかできませんので、その内容の見直しを、高学年の教科担任制をしております。

５・６年生の主要教科、国語・算数・社会の３教科については、中学校の専科の先

生方が第１校舎のほうに行って授業をしております。子どもたちに聞いてみますと、

専門的で深い学びができるということで、児童からも高評価を受けております。今

後はもっと乗り入れの授業の拡大を教育環境の整備を図りながらやっていきたいと

思います。 

次に、２点目にＩＣＴ遠隔教育ということでＩＣＴを使って、今、県教育委員会

から指定を受けております、新たな学びのプロジェクトということでですね。課題

である集団の固定化がありますし、多様な考えに触れる機会をつくるということで、

都市部の学校と、また外国の学校とオンラインを通じて意見交換とか交流をすると

いうことを今計画しております。相手校の選定を今後またやっていく必要があると

思います。 

３点目に、特色ある教育課程を編成できるということですので、五木学と読書科

をメインに掲げてやっております。まず、総合的な学習の時間で１年から９年間、

系統的に郷土学習をできるカリキュラムをするということ、それから後期課程は総

合的な学習の時間にドローンを使って探求活動をやっているということで、これは
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操作技術だけではなくて地域の課題解決とか魅力発信につなげる、そういったとこ

ろも含めて教育活動をやっているということで、これは未来の学校という形で、こ

の学校がこういった形でやっていくのが大事かと。開校初年でありますので、いろ

んな保護者や地域の方々の意見や学校教育委員会の意見等を参考にしながら、課題

を可決して改善を図っていけると思っております。特に五木学園ならではの特色あ

る教育活動を展開しながら、義務教育学校としての教育環境をさらなる充実につな

げたいと思っております。 

以上です。 

○議長（早田吉臣君） ２番、黒木議員。 

○２番（黒木一秀君） 新しくスタートした五木学園、そして来年９月には12億5,000

万円をかけた新しい校舎ができます。その中で五木の歴史をですね認識できるとか、

五木のよさがわかるような学習の在り方、それとですね五木学園ならではの特色を

生かした授業内容とかですねそういうのをぜひ構築してですね児童・生徒の皆さん

がこれまで以上に五木を好きになり、そして健やかに成長され、勉学に励まれるこ

とを期待をし、私の一般質問とさせていただきます。 

以上で終わります。 

○議長（早田吉臣君） これで、黒木議員の一般質問を終わります。 

お昼の時間のため、暫時休憩いたします。１時から再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前11時58分 

再開 午後１時00分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（早田吉臣君） それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。一般質問の途

中です。 

次に、７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） 豊永です。ただいま議長の許可を受けましたので、私の一般質

問を通告書に添って質問をさせていただきます。今回は、４項目であります。どう

ぞよろしくお願いします。 

まず、１項目めが、県道・村道の維持管理状況についてでございます。まず、一

例、県道の五木湯前線、県道久連子落合線、県道小鶴原女木線の令和７年度の維持

管理の実績について伺います。この路線は熊本県の管理の道路でございますけども、

なぜ、今回この質問をするかといいますとですね、県道の先には村道がございます。

関係住民の方におかれましてはですね村道と同様に生活道路として利用されている

ところでございます。村道につきましては一部歩道の剥がれがあったり陥没をして
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いるところもありますが、特に県道の維持管理が十分でないという住民からのお話

も聞きますので、県道の維持管理の実績について、まずは担当課長に伺います。 

○議長（早田吉臣君） 黒木建設課長。 

○建設課長（黒木光重君） お答えいたします。 

まず、御指摘にありました県道五木湯前線、久連子落合線、小鶴原女木線の３路

線について、熊本県が管理する道路であることから、管理状況の実績について県の

ほうへ確認、情報収集を行いました。その結果を御報告します。 

その前に、タブレットのほうの資料に管理状況ということで、実績、数字、関係

をタブレットのほうに格納させていただいております。県からいただいたものでご

ざいますけども、それを見ていただきながら御報告したいと思います。 

県によりますと、まず日常的な道路パトロールについてでございますが、各路線、

３つの路線、月３回の頻度で道路パトロールを行っていることでございました。ま

た、舗装の穴ぼこの道路施設の修繕の実績などの障害物除去及び除草作業といった

道路維持修繕については、年間の維持修繕費、作業数は、そこに書いてありますと

おりおおむね680万から850万、作業日数は12日から17日を要しているということで

ございました。 

続いて、具体的な補修工事の実績につきましては、久連子落合線において約500

メートル、1,850万円、小鶴原女木線におきましては250メートル、1,050万円の施

工が昨年度行われております。 

また、区画線設置工事につきましては、五木湯前線において1,200メートル、道

路延長は約600メートルでございますが、180万円の対策工事だとのことでございま

す。 

以上です。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） ただいま、資料を基にですね担当課長からの県道の令和７年度

の実績の説明がございました。実績の数値を見たときに、これで十分かと、この維

持管理が十分かというと、住民から十分でないと言われているわけでございますか

ら、私自身もちょっとこれで十分かなとはなかなか思うことが厳しい状況であろう

と思います。 

私もちょっとこの路線については道路状況のほうをですね確認に行ってきたとこ

ろでございます。写真のほうも撮ってきておりますが、現状はですね非常に落葉や

落石、車幅が狭くなっている離合が困難なところも確認ができました。担当課でも

ですね普段、この県道を利用してですね村道関係の工事関係現場とか水道施設関係

を確認に行っておられると思いますけども、普段この県道を通られて、この現状を
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担当課長として、今どのように思われているか御所見をお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 黒木建設課長。 

○建設課長（黒木光重君） お答えいたします。 

村の村道パトロールも含めて、そこに行く手前には県道があると。そこを通った

ときにどういう維持管理について感じるか、所見はどうかということでございます

が、もちろん大きな落石とか風倒木、そういった形で支障がある場合には速やかに

県のほうに御報告しているところでございますけども、ちょっとした穴ぼことかそ

ういったところ、気づかないところがあろうかと思います。ただ、先ほども申した

とおり、すぐに通行できないとかいうのは、迅速に報告、連絡と撤去の要請をして

いるところでございます。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） そういう落石とかですねもちろん倒木等で路線が通れないとい

う場合にはもちろん迅速な対応をしていただいておると思いますけども、現状にお

いてですね路肩にですね、山側とか特にですが、木の葉とか、先ほど申しましたけ

ども、落石、木の葉等がたくさん落ちてですね白線も見えないような状態の道路の

現状でございます。そういう現状を見ていただいた、確認をいただいた中でですね、

②のほうに移りますけども、県道の関係の地区、それと村と県の連絡体制、まずは

この現状について伺いたいと思います。 

○議長（早田吉臣君） 黒木建設課長。 

○建設課長（黒木光重君） お答えいたします。 

県との連絡体制は村としてどうなのかということでございますが、もちろん連絡

体制といいますか、そういう仕組みというかそういうものはまずはございません。

ただ、必要に応じてではございませんけども、その都度、異変等がもしもあれば県

のほうにお知らせ、連絡するところでもありますし、また、住民の方々から伝え聞

いたものも直接、県のほうにそういう連絡があったというふうに県のほうにはもち

ろんお伝えしているところです。 

また、最近は住民座談会のほうでも直接、国・県含めたところの座談会ですので、

県の方、関係部局の方もいらっしゃいまして、住民の方が県のほうに直接御要望と

いうかそういうのを言う機会がございますので、特に新たな体制の構築については

今のところ、今までどおりでいいのかなというふうに思っているところです。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） 県道、３路線含めてですが、特に３路線についてはですね令和

８年度の実施計画書、こちらのほうにですね具体的に書いてあるわけですね、整備

方針がですね。ここにおきましては、この３路線については、地域に密着した生活



－ 77 － 

道路の整備をやると、そういう中で斜面対策とか道路改良、交通安全整備、離合箇

所、そういうものを整備していくということでございますが、この整備については

ですねこの計画どおりにハード的に進めていただくことは非常にありがたいことで

ですね、進めていただきたいんですが、ただ、具体的なこういう道路改良なんかは

ですね特に数年、年数がかかりますですね。 

このような新たな整備方針と併せて、やはり、現実、今、目の前の話ですが、利

用されている現道の維持管理、これが非常にとても住民にとってはですね重要な施

策であろうと思います。特に山間部に行きますと道路の通行の確保が重要視されて

おられます。 

今言われたように、連絡体制については、例えば住民から連絡があったから県の

ほうにという話でございますが、県につきましてはですね令和６年２月に村から要

望書を提出しております。同年３月にですね回答書を受けた中に、この３路線につ

いては住民等の意見を踏まえて安全・安心に利用できる道路となるよう整備を進め

ると、そういう回答をいただいておるわけでございますので、今の実績を見ますと、

極端に言えば月に１回程度の整備実績かなと、月１回ぐらいの整備で果たして現実

的に十分かと、これは先ほども言いましたけども、十分と住民の方が思われてない

わけですから、今言いましたように、地域とですね村と県の連絡体制をしっかりつ

くっていただいて、月に１回程度の維持管理ではなくて、やはり住民が安心して通

れるような通行できるような維持管理をしていただくためにも、こういう新たな連

絡体制を整備構築ができないかなというふうに私は思っておりますが、村長の考え

をお尋ねしたいと思います。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

特に、今、議員御指摘の県道については、村内に４路線ございまして、主要地方

道の宮原五木線についてはいろんな改良も含めて取り組んでいただいておりますけ

ども、残りの久連子落合、また五木湯前線、それと小鶴原女木線においては、それ

ぞれ県のほうで五木湯前線については起点部の改良に入ってもらっております。ま

た、久連子落合線につきましては、離合箇所の住民も立会いの下、そこを整備する

ということと、小鶴原女木については狭窄部の拡張を順次改良をやっていただいて

おりますけども、それよりもまして維持管理の部分について、特に、今回こういう

梅雨場とか、あと台風時期とか、あと紅葉シーズンで落ち葉が両サイドに葉っぱが

たまって道路が狭くなるとか、あと凍結とか、いろんな管理上については問題が発

生は事実であります。これは座談会の場でもそういうお話はいただいておりますの

で、そういうものを根本的に県の土木のほうといろいろ話をさせていただいて、そ
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の対応等については順次調整をしながら進んでやっていきたいというふうに思って

おりますので、今後またさらにこういう御意見があったということで県のほうには

つないでしっかり管理のほうに当たっていただくようにしたいというふうに思って

おります。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） そのようにですねぜひ、県との新たな連絡体制の構築のほうを

ですねつくっていただけるように働きかけのほうをお願いしたいんですが。そこで、

３の外側線の設置の必要性と県への要望についてということで伺いたいと思います

が、先ほど申し上げましたように、振興計画のほうに記載されている整備方針の中

の交通安全施設というものがございます。これはガードレールとかですねカーブミ

ラーとか、そして区画線等であろうと思います。 

この３路線を見たときにですね特に区画線が消えておりまして、道路幅が確認で

きない区間が多くあります。今、資料のほうにもですね、県からいただいた資料に

具体的に区画線の外側線の現状ということで記載されておりますが、例えば五木湯

前線、総路線の延長が10.5キロある中で、視認性低下区間長、結局これは確認が取

れない、区画線が確認が取れない延長は９キロということは、９割方区画線がない

と、見えないという、これが現状と。ほかの久連子落合線、小鶴原女木線もそうで

ございます。 

そこでですね私としましては、まずはですね区画線をしっかり設置いただいて、

区画線が確認できるような維持管理のやり方、区画線を引くことによって交通の安

全の確保にもできますし、維持管理をする中でも区画線がはっきり見えるような維

持管理のやり方、それをですねぜひ熊本県のほうに要望していただけないかなと。

さきの県知事要望のときにも私は区画線の設置のほうを要望いたしましたけども、

設置の必要性と県の要望について、村長の所見をお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

今、議員おっしゃっていただきましたように、さきの県への要望のときも議員の

ほうから区画線についてはということで要望されていただきまして大変ありがたく

思っております。 

今ありましたように、区画線については今の現状等については県の資料が示して

いるような現状であります。これについて、また、これと伴い、道路に側溝とか落

石等も入ったりという箇所もあるというふうに聞いておりますので、これにつきま

してもしっかり県のほうにこういう話を伝えて、これに当たるような予算の確保と、

それの実効性を持ったいろいろ取組をお願いしていきたいというふうに考えており
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ます。明日、また県の事業説明等もありますので、その中で私のほうからも発言さ

せていただきたいというふうに思っております。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） ぜひ、要望も含めてですね村長、私たち議会もやっていきたい

と思いますのでどうぞよろしくお願いします。 

次に行きます。２点目です。村営住宅の家賃設定についてということで伺いたい

と思います。村にはですね一般住宅条例、村営住宅条例ということで、そちらの条

例に基づく入居者の家賃が設定がございます。そういう中で、一般住宅の家賃につ

いては条例に基づきまして建物の建設費用等から算定して家賃を決定する場合と、

一方、村営住宅の場合には公営住宅法の基準によりまして、入居者の所得額等によ

ってを算定をされているかと思います。 

公営住宅の中の村営住宅の場合にですね同じ所得額であってもですね一般住宅と

村営住宅では家賃のほうに差が出てくると、出ているというのが現状であるかと思

いますが、この現状について、担当課長はどう捉えておられるか伺います。 

○議長（早田吉臣君） 黒木建設課長。 

○建設課長（黒木光重君） お答えいたします。 

一般住宅と村営住宅、家賃の格差、まずこの現状をどう捉えているかということ

でございますが、一言で申し上げれば村営住宅、公営住宅ですね、家賃は一般住宅

家賃よりも高額となるというところでございます。 

なぜ、そうなるのかにつきましては、議員、先ほど申しましたが、再確認する上

で申し上げたいと思います。一般住宅家賃設定は、建設費の半額を30年の耐用年数

で回収するよう減価償却を設定しているところでございます。また、収入超過です

ね、所得が多い人でも上限頭打ちの設定というところで、これはいわば特例的な措

置であるのかなと思っているところです。村営住宅です、公営住宅、もちろん公営

住宅法に基づいて算出されておりますが、こちらはもちろん建設費の全額を30年で

減価償却するよう設定しておりまして、また、所得、収入の増加及び居住年数に比

例して家賃が段階的に高額になっていくということになります。 

したがって、両住宅それぞれ家賃を比較した場合、一般住宅家賃が村営住宅家賃

を下回るケースが浮き彫りとなり、特に高額所得者においては不公平感が生じるの

かなというふうに思っております。 

ただ、村営住宅、公営住宅は、先ほども言った公営住宅法で建設されている以上、

どうしても家賃に格差が生じることは現状ではやむを得ないかなと思っておりまし

て、今後は、法に触れない一般住宅を建設していくことがベストかなとも思われま

すが、村営住宅は公営住宅法によって建て替えに補助事業が適用されますが、一般
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住宅は単費でつくっておりますので、建て替え時期において財源をどうするのか憂

慮しているところです。可能であれば、やっぱり民間の住宅が今後、五木に入って

きていただければなというふうにも思っているところです。 

以上です。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） ただいま、担当課長の現状認識されている内容の回答をいただ

いたわけでございます。このように現状格差があるということでございますが、そ

こでですね、家賃の格差に取り組む考えがないかということでございますけども、

先ほど言われましたように、村営住宅の場合には公営住宅法の法律の下で動くわけ

でございます。ただ、全国的にですねこういう山村は過疎化が進んでおりまして、

高齢化率も非常に高く、生産年齢も低くなっているのが現状でございます。本村も

同様でございますけども、特に生産年齢を上げるということはとても重要かなと思

っております。 

また、移住・定住の促進をする中でもですね働き手の確保、これは重要であると

いうふうに思います。働き手の確保をする場合、働く場と住まいということが重要

なことでありますが、もちろん法律の話ですけども、公営住宅法という法の中で動

いている中ですけども、現状、何十万の自治体もですね五木のように人口が1,000

人を切った自治体も同じであると。これは法の下でございますけども、この現状を

踏まえてですね何か、こういう1,000人以下の自治体、そういうところでの公営住

宅法の在り方、こういう法律の中で、例えば特区制度ですか、そういうものあたり

を国に要望したりですねなにがしかの村としての取組を今後考えられないかと、そ

の点について、村長、考え方をお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

まず、村営住宅、また一般住宅も含めてですけども、今回、頭地代替地の入り口

のほうに８戸できまして、４戸募集をかけてすぐいっぱいになったという経緯もご

ざいます。そうやって五木の定住、また、いろいろこれから先の振興等についても

住宅の確保というのは非常に大事かというふうに思っております。その中で、村営

住宅と一般住宅の家賃の格差というのが当然ありまして、今案内がありましたよう

に、公営住宅法でつくったもの、全国一律の制度の中で補助をいただいてつくった

住宅については、法に則って家賃の設定というのが組み込まれています。そういう

中にあっても、特に山村部とか地方においてそういう住宅建設、小さな自治体では

なかなか財源の限りがありますので、そういうところに何か手当ができないかなと

いうのが今の議員のお考えで、私もそうは思っております。 
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そういうものについては全国で山村振興連盟という会議もございます。その中で

は全国町村会というのもありますけども、そういう中でいろんな形を使って、そう

いうところに要望しながら、それとまたスモールｇ７サミットといって小さい村が

７つの村の自治体もあります。その中で今年も内閣府のほうに要望に行こうという

ことが上がっておりますので、そういう折を見て小さい自治体のいろんな課題等に

ついては訴えていきたいというふうに思っております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） ただいま村長の答弁をいただきました。山村振興協議会、全国

の、またｇ７サミットあたりの要望活動あたりでですね、小さい自治体のこういう

具体的な課題、そういう要望をやっていただけるということでございますので、ぜ

ひ前向きな取組と検討をお願いしたいと思います。 

次に、１点目にまいります。村民の座談会の開催による住民意見への対応につい

てということで、本年度も先ほどからお話があっておりますけれども、座談会のほ

うが開催されております。そういう座談会の中で村民の貴重な意見に対しまして、

今後ですねどのような回答、また今後どのようなスケジュールで対応されていくの

か、まず、担当課からお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 土肥ダム対策課長。 

○ダム対策課長（土肥整二君） ただいま、行政座談会の開催について御質問をいただ

きました。 

毎年、現在開催させていただいておりますけども、５月14日から21日の五日間、

村内５カ所にて、令和８年度の新たな振興計画の取組等について、国は川辺川ダム

砂防事務所、県も各部局から御出席をいただきながら開催させていただいたところ

でございます。 

５カ所で約80名の村民の皆さんに御参加いただきまして実施をさせていただきま

した。その中で、先ほど議員からもありましたように、村民の皆さまから地域の課

題や困りごとについて貴重な御意見をいただいたところでございます。 

いただきました御意見については、その場で回答できるものはその場で回答させ

ていただきましたけども、持ち帰った課題等については、役場内あるいは国・県そ

れぞれの回答について、現在対応の状況、今後の対応等について協議を行っている

ところでございます。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） 今、いろんな意見に対して検討を行っているということで、回

答内容をですねいつぐらいに住民の方にですねお示しができるのかというスケジュ
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ール的なものは、まだ今の段階ではわからないということでしょうか。もう一度お

願いします。 

○議長（早田吉臣君） 土肥ダム対策課長。 

○ダム対策課長（土肥整二君） 大変失礼しました。 

いただいた御意見に対しての回答等につきましては、まず第一弾として、今月末

に行われます６月末の区長会にて、御意見に対しての回答や現在の状況、今後の対

応等をまとめたものを回覧にして区長会にて配付させていただきたいというふうに

考えております。例年、こういった形で進めさせていただいておりますので、今年

も同じような形で行いたいというふうに思っております。 

また、今回の区長会以降に対応したものについても、随時、区長会を通じて、

国・県・村から区長さんを通じて御回答、お知らせのほうはさせていただきたいと

いうふうに考えております。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） ただいま、具体的にですね今後のスケジュール、まずは６月の

区長会等で回答できるものについては回覧をするということで、スケジュールのほ

うはわかりました。 

そこで、次に行きますが、今いただいたような具体的なですね要望案件と、そう

いうものについてはそれぞれ担当課でですね国や県等含めて協議を検討されている

と思いますが、そういう要望に対する具体的な回答の方法ですね、これについては

どのような形で回答されるのか、そちらも併せて伺います。 

○議長（早田吉臣君） 土肥ダム対策課長。 

○ダム対策課長（土肥整二君） 今御質問がありました、具体的な案件等について、そ

れぞれ国・県含めてどのような方法で回答を行うのかというところでございます。 

先ほども申しましたけども、全体的なものにつきましては、それぞれ区長様を通

じて御回答をさせていただきたいと思っております。 

また、村・国・県それぞれの事業において回答しなければならないものについて

は、地区の説明会であるとか、あるいは区長さんが来られたときに代表してそこで

回答していいものとかについては回答させていただきたいというふうに考えており

ますので、いただいた御意見等については、回答できるものについては回答できる

段階においてお知らせをしていきたいというふうに考えております。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） 今、具体的な内容の回答方法については、区長さんを通じたり、

もしくは地区の説明会をやるということでそういうような回答方法をしていくとい

う答弁でございましたが、ちょっとこれは過去の話といいますか、過去に開催され
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た座談会で、要望したけども何も回答もないという意見を聞きました。ですから、

そういう説明会のときはですね、やっぱり村長から忌憚のない御意見をということ

で住民の皆さんから御意見をいただくわけですが、そういうふうに回答がないとい

うようなことがないように、せっかくいただいた、小さなことから大きないろんな

御意見があったと思いますけども、そういうことで回答がないということだけはな

いようにしていただきたいというふうに思いますので、最後に、村長、回答がない

ということだけはないという、その御意見について答弁をお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

座談会については先ほど土肥課長が申されたようなことで、国・県も同席をいた

だいて、その対応をしているところであります。特に国・県におかれては、５地区

ずっと回っていただいて、対応可能なものについては次の日に立会いを求めて確認

をしたり、本当真摯にやっていただいておりまして感謝を申し上げるところであり

ます。 

今、議員御指摘の、回答がないという事案があったということで、大変それは村

民の方に失礼しているというふうに思っております。会についてはすべて聞き漏ら

しがないように録音させていただいておりまして、それを持ち帰ってすべて文字お

こしをして、それについて各担当の対応、また国・県の対応を全部チェックしてお

りまして、そういうものがもし漏れていたということであれば大変失礼したという

ふうに思っております。これについては、また再度チェックをかけてすべて対応し

ていくということにやっていきたいというふうに思っております。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） 座談会の回答につきましてはですね、ぜひ、そのような取組で

回答等をやっていただければと思います。 

次に、４点目に移ります。五木温泉夢唄のですね現状と今後のスケジュールにつ

いてということでございます。まず、１点目がですね令和７年度の利用者数につい

てですね、この前の全協の折に、令和７年度の推計値が２万800人ということでご

ざいました。７年度のまずは実績をお伺いいたします。 

○議長（早田吉臣君） 土肥産業振興課長。 

○産業振興課長（土肥博司君） お答えします。 

令和７年度の実績でございますけども、入場者数が２万5,381名でございました。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） 今、担当課長からお話がありましたように、２万5,351人。推

計値が２万800人でしたから、約5,000人近くは増えていたということであろうかと
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思います。先ほど言いましたように、本年３月の全協で資料をいただいております

けども、令和４年の実績が１万9,306人、令和６年度が２万3,893人、そして、今あ

りましたように令和７年度は２万5,351人と、非常に利用者の方は増えているとい

うのがこの数値でわかろうかと思います。 

ただですね、この２万5,000人の数値が今の温泉施設として、多いのか少ないか

はもちろん申し上げませんけども、現在の温泉の経営につきましては非常に厳しい

ということで村としても、今、指定管理料を支出をしてですね村民の健康増進とか

来村者の確保につなげておられると思います。 

そこでですね、次に行きますが、現在の運営時間に対する考え方について伺いま

す。先ほどございましたように、年間、令和７年度２万5,000人という利用者がお

られる中で、現在の温泉の利用時間のほうが制限をされております。これは６月の

道の駅だよりに記載はされておりますけども、温泉夢唄は燃料供給不足により営業

時間を調整してというふうに記載をされております。もちろん、現在、イランとア

メリカの戦争によってですね原油不足が全国的に影響を受けているというのも事実

でありますが、一方、徐々にその中で石油の輸入も解消をしているとも聞いており

ますので、これは村から指定管理を受けた株式会社子守唄の里五木のほうが判断さ

れていると思いますけども、村にも相談があっているのではないかと思いますので、

通常の営業時間と現在の営業時間も含めて、まずは考え方を担当課長に伺いたいと

思います。 

○議長（早田吉臣君） 土肥産業振興課長。 

○産業振興課長（土肥博司君） お答えします。 

まずは、通常の営業時間につきましては、村との協議の上、11時から21時となっ

ております。こちらにつきまして、現在、先ほどありましたように中東情勢、こう

いったものを含めまして現在の変更された時間が15時から20時ということで、午後

３時から夜の８時までということになっております。これにつきましては、指定管

理者のほうから、燃料等の需要が厳しい状況になり得るということで協議をいただ

きまして、決定をさせていただいております。 

なお、供給事業所のほうもいろいろ努力いただいて、今のところ休館せずに済む

ような形で行っております。この時間をどうしたかといいますと、うちの施設につ

きましては薪等をメインに使っております。ただ、薪の量も100％ではございませ

んので、薪を利用しながら、また、夜の部分につきまして薪の投入等の人件費もか

かりますので、通常時は夜の部分について重油を使っているというのが現状でござ

います。 

今回は、まず、昼間の部の薪をなるべく薪だけで使うということで、10時という
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のを３時から６時ぐらいまでは薪でいくと、その残りを重油でいくということで、

一番人が使う時間帯を集中して利用していただきたいということで時間の設定をし

ております。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） ただいま、担当課長から御説明がありましたが、もともと五木

は薪と重油を兼用した温泉であるということで、重油の不足というのはないという

ことですか、というのが温泉施設ですね、球磨管内の自治体にも温泉施設等があり

まして、ちょっと私も温泉施設等の営業時間等を確認をしてみましたが、全部で６

施設に確認したんですけど、営業開始の時間がですね午前７時というところが１、

午前８時が１、午前10時が３施設、午後３時半が１と、また逆に終了時間について

は、午後10時が３施設、そのほかは午後９時半、午後９時、午後８時半というふう

になっておりまして、現在の燃料による営業時間の短縮というのが、他の施設を見

た場合にはですね通常的な営業をやっているのに、五木だけに燃料が来ないのかな

と単純に、燃料不足という理由がですね。 

先ほどちょっと人件費というお話もありましたけども、この時間をですね、とい

うのが営業時間の短縮が始まった頃ですか、春だったですか、要はですね特に終了

時間がですね今現在がもともと９時までを今１時間短縮しておる。この１時間につ

いては、先ほどの話でいくと重油で賄っている時間帯である。じゃあ、重油が今入

ってきていないかというと、重油がないわけではないと、よその施設も見た場合に

ですね。この１時間の重油を、燃料を節約じゃないですけど、要はですね利用者の

視点からいきますと、これからどんどん日が長くなるにつれて、やはり風呂に入る

のに、一旦家に帰ってですね、それから着替え等を持って温泉を利用されると思い

ますが、日が長くなることによって自宅に帰ってもですねちょっと一仕事あたりを

やった上で温泉をというときに、この１時間の差が非常になかなか間に合わないと

いう御意見もたくさんいただいておりますので、今後どれぐらい時間をですね制限

されるのか、ちょっとわかっておれば教えていただきたいんですが。できれば終わ

り時間だけでもですね、１時間だけでも元に延ばすことができないのか、そういう

検討が今後できないのか、その点を担当課長にお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 土肥産業振興課長。 

○産業振興課長（土肥博司君） お答えします。 

まず、燃料の供給状況ですけども、来ないわけではないですけれども、全体的に

制限がやっぱり厳しい状況は変わっておりません。ですので、受給いただくところ

からはいつ頃までは入るのが厳しいとかこういった情報をいただきながら、タンク

の中の燃料を確保しているということですので、使ってしまったからくださいとい
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ったら次々にいただけるというようなものでもないと。やはり、各施設、制限とか

いろいろしながらやっていくというところはあろうと思います。 

特にうちの場合は、先ほども言いましたけども、昼間はなるべく薪を使って、夜

のほうを燃料でしておりますので、そこを制限したいと。また、一番温度を上げる

のが露天風呂です。ですので、露天風呂を今、休止しております。そういったもの

をしながら、現在調整しております。 

もちろん、通常の時間帯、今度の区長会事項の打ち合わせをするときも、元に戻

すかどうかという話はもちろんありましたけども、まだ中東情勢がはっきりしたも

のではない中で、元に戻すのは厳しいんじゃないかということで、元に戻すのはす

ぐ、防災無線とかそういったもので情報を流して、極端に言えばすぐできるので、

そういった情報はまた新たに流そうというような話になって、しばらくは現状でと

いうことになって、今回の区長会事項にも流す予定としております。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） 今月いっぱいはもちろんそういうことで、また、今月の区長会

でも当分の間、そういう短縮の営業時間をお願いしたいということを周知されると

いうお話ですが、その１時間をですね、非常に、先ほど言いましたようにですね、

その１時間を、やっぱり住民の利用者が、先ほどあったように２万5,000人という

ふうに増えてきておる、そういう利用者の方が非常に不便であるというふうに思っ

ていらっしゃるわけでございますから、どうですか、村長、考え方として、その１

時間を、やはり昼間の労働をして、夜、お風呂に入るという、そういうこれまでの

時間帯を確保できないかと、日も長くなるこれからの季節においてですね。村長、

考え方をちょっとお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

温泉の現在の運営状態については、先ほど土肥課長のほうが申しましたように、

特に中東の燃料のいろいろな事情があって入ってこないということで、一回はすべ

て営業をストップしましてやった経緯もあった中で、供給元のほうから確保できた

ということで今の時間帯でやっております。 

先ほどありましたように、早く利用者の方には通常営業に戻して利用してもらえ

ればというのは私たちも考えておりますけども、なかなか燃料の供給のほうがまだ

不安定ということで、それを通常に戻して、また制限を掛けるとかそういうことが

あったら混乱を招きますので、これについては随時、指定管理の三セクのほうとも

やりとりをしながら、供給元のほうとも連絡を取りながら、これが兆しが見えてき

ましたら、今あったように１時間延長は可能かと思っておりますので、それについ
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てはまた随時、現場のほうとは協議をさせていただいて、それが整うようであれば

早く村民の方にお知らせをして、利用者の方にお知らせをしながら運営に努めてい

きたいと思っておりますので、今のところはそういう状況を見ながらということで、

なるべく早く元に返したいというふうには思っております。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） 今、村長から答弁いただきましたようにですね、もちろん燃料

供給のことが一番課題であろうかと思いますけども供給元とですねそういうお話を

していただきながら、早くですね通常営業に、また１時間延長等が可能であれば、

そういう営業時間帯の設定をですねやっていただきたいと思います。 

次に、３点目です。新たな施設整備の今後のスケジュールについて伺います。本

年度の当初予算におきましてですね事業費と財源等については説明を受けておりま

す。これは国の地域未来交付金事業を活用して、令和８年度と令和９年度の２カ年

で整備するということで伺います。 

そこでですね、今年度のスケジュールでございますけども、まず、国の交付決定

は来ているのか、現在。交付決定が来ているのであれば、いつぐらいに工事を発注

されるのか。本年度もですね３カ月過ぎようとしておりますので、今年度のスケジ

ュールについて伺います。 

○議長（早田吉臣君） 土肥産業振興課長。 

○産業振興課長（土肥博司君） お答えします。 

温泉施設の整備のスケジュールということで、昨日の債務負担行為のところでも

御説明いたしましたけども、国からの交付決定は令和８年度分につきましては決定

いただいております。また、併せまして、令和８年、９年度の２カ年にわたる地域

未来交付金の事業の計画につきましても承認いただいている状況でございます。 

これをもちまして、先日、債務負担行為を上程させていただきました。債務負担

行為が決定いただきますけど、令和８年度予算と債務負担行為を合わせた金額での

入札、契約行為ができますので、それをもって進めていきたいということで、現在、

令和８年度の単価構成の見直しをさせていただいておりますので、債務負担行為が

可決いただきましたら入札行為の準備、また入札、仮入札になろうと思いますので、

そういった手続ができれば７月中には終えて、８月からは実際に工事着手ができれ

ばと思っております。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） ただいま、担当課長のほうからスケジュールについてですね、

交付決定は来ているということと、事業承認も受けているということで、早ければ

７月中には入札をやって、８月には工事と。この事業につきましてはですね２カ年
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にわたってやる事業でございますし、特に大きな村にとっては事業でございますの

で、今日、スケジュールをお話しいただきましたけども、村民の中には、いつから

始めて、いつ終わるのかとか、新たな温泉施設のことについてなかなか情報が伝わ

っていない部分もございますので、今のようなお話がわかっているものがあればで

すね村の広報誌とかですね区長会等で、こういうことで新たな温泉施設を進めてい

きますというような情報提供が必要かなと思いますけども、担当課長、どう思いま

すか。 

○議長（早田吉臣君） 土肥産業振興課長。 

○産業振興課長（土肥博司君） お答えします。 

先ほど御説明しましたとおり、入札行為につきましては４月中を予定しておりま

す。ただ、昨今の入札状況、また入札後の工事の進捗、材料不足等、懸念されるも

のが多くあります。こういったものを含めまして、まずは入札が無事済みましたら、

もちろん議会に仮契約等での議決も必要になろうかと思いますので、そういう説明

もさせていただきますし、併せて、そういったことが村民のほうにも伝わってはい

くと思いますので、そういったものを広報誌なり、また区長会なりで情報提供する

なりも検討させていただきたいと思っております。今の現状でいきますと、８月か

ら工事着手したときに、10カ月ほどを予定しておりますけれども、先ほど言ったよ

うに、今、特に設備、こういったものの流通がなかなか遅いという面もありますの

で、完了時期につきましては今後さらに協議をしながら進めていきたいと思います。

また、併せまして、事業費等ももしかすれば変更等いろいろある可能性もございま

すので、そういったものも含めて議会のほうには協議をしながら進めていきたいと

思っております。 

○議長（早田吉臣君） ７番、豊永議員。 

○７番（豊永勝彦君） ぜひですね、先ほども言いましたように大きな事業でございま

すので、村民のほうにはですねそういう情報提供あたりを十分やっていただきなが

ら進めていただければと思います。 

以上で、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（早田吉臣君） これで、豊永議員の一般質問を終わります。ここで、暫時休憩

いたします。14時10分まで。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時55分 

再開 午後２時10分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（早田吉臣君） それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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次に、５番、園田議員。 

○５番（園田 久君） ５番、園田です。それでは、ただいまから始めさせていただき

ます。 

最初は、高齢者世帯日常生活支援事業の利用促進についてでございます。まず、

担当課長にお伺いします。 

始めに、７年度は対象世帯、何世帯でございましたか。 

○議長（早田吉臣君） 村山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（村山義治君） お答えいたします。 

高齢者世帯日常生活支援事業の対象世帯につきましては、243世帯でございます。 

○議長（早田吉臣君） ５番、園田議員。 

○５番（園田 久君） この事業を利用された世帯は何世帯ですか、７年度です。 

○議長（早田吉臣君） 村山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（村山義治君） お答えいたします。 

この事業は、チケットを75歳以上の世帯に配布して利用いただくものです。チケ

ットの利用率でいきますと47％というふうになっております。 

○議長（早田吉臣君） ５番、園田議員。 

○５番（園田 久君） 約半数の方がこのチケット券を利用されたということですね。

となりますと、あと半数の方は利用されていないということですか。お願いします。 

○議長（早田吉臣君） 村山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（村山義治君） お答えいたします。 

約半数の方が利用はされておりません。利用される作業内容につきましては、草

払いとか家の家事とかそういったものが多いものですから、75歳以上の高齢者がい

る世帯でも自分でできるという方も結構いらっしゃいますので、なかなかシルバー

人材センターに頼みづらいという方もいらっしゃるのかなと思います。 

○議長（早田吉臣君） ５番、園田議員。 

○５番（園田 久君） そうしますと、シルバー人材センターの方に利用したいという

ことで申し込みをして、半数の方はやっていただいた。仮にシルバー人材センター

に申し込みをしても、人材センターで作業をしていただく方が人数が少なくて、年

間単位でもこれだけしかできない、あと残り半数の方の申し込みには対応できなか

ったということでしょうか。それとも、ほかにまた考えがあってのことでしょうか。

どういうふうに分析されておりますか。 

○議長（早田吉臣君） 村山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（村山義治君） お答えいたします。 

シルバー人材センターに申し込まれた方がこの数字の47％の方が申し込まれて、
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申し込まれた方は全員、依頼内容をしていただいているというところでございます。 

ただ、シルバー人材センターも人数に制限がありますし、作業内容によっては、

高所の作業とか機械を使う作業とか、安全面からできないというところもございま

すので、またお盆時期とか時期によっては依頼が集中するものですから、ちょっと

待っていただいたりとか、その間に、じゃあもういいですとかというそういった方

もいらっしゃるのではないかというふうに考えております。 

○議長（早田吉臣君） ５番、園田議員。 

○５番（園田 久君） 高齢者の方がシルバー人材に連絡しても、ちょうど申し込みが

重なってできない、あとは、いつまでにしたいという時期がまたそこもずれて、そ

のあとについては自分でやると。あとは、お願いしてもシルバー人材センターの方

も高齢者の方がほとんどですので、このサービス内容を見ますと、はしごを掛けて

やるとか、ただ地面で作業をするという作業なら、高齢者の方、シルバーの方もで

きる仕事もあるかもしれないけど、そういうのは自分でもできる。あとは高所での

はしごを掛けてやったりとか、屋根に登ってやったりという、樋の掃除とか屋根に

被っている木を切ってくれとかそういう申し込みがあっても、シルバーの方もそれ

には、高所作業は応じられない。そういうところについては、まだやりたくても、

自分でもやれないし、そういう利用もできないという方もいらっしゃいます。 

そういう方についてはですねシルバー人材センターが主になってやっていただく

中で、そういう高齢者の方のシルバーが請け負いきれない分については、村内ので

すね業者の方もいらっしゃいます、森林組合さんとか振興公社さんとか、また建設

会社の大工さんとか、そういう方々も含めてですねそういうところは対応して、皆

さんが日常生活の支援ができるようなところでの支援もお願いしたいという意見も

ございました。 

それからまた１つ、頭地代替地とか、ほかの代替地の施設ですけども、周りが全

部アスファルトとかちゃんとしたコンクリート、石垣で周囲があっているところは、

頼むところも垣根もないし木もない、庭木もない、草むしりのところもないような

状況のところもいらっしゃいます。そういうところはですねうちは頼むところもな

いんだけど、家の周りの真夏の照り返しの熱でなかなか家におっても蒸し風呂、か

といって外に出れば、また日射病も心配で困っている。できれば電気料については

高齢者笑顔交付金ですか、そういうのを皆さんに対応していただいております。そ

ういうのも併せて、今後エアコンを取り付けたりとか、新たに購入したりとか、一

時的なことでですねそういうのも利用し、ほかにない方はすぐにも利用して何とか

それを活用できないか、そういうふうな意見もございました。それについてお伺い

したいと思います。 
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○議長（早田吉臣君） 村山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（村山義治君） エアコンの設置、買いたいということで、エアコンに

つきましては2027年度問題といいまして、エアコンの省エネ基準が厳しくなって総

体的にエアコンの価格が高くなるというような状況もございます。 

村といたしましても何らかの支援は必要であると考えておりますが、エアコンに

つきましては、一般的な家電ということで対象者が限定されたものではありません

ので、対象者の範囲とか、エアコンの機種とか個人によって違うと思いますので、

そこらへんの対象範囲をどうするのか、また補助額をどうするのか、幅広い協議が

必要になってくると思っております。 

今後の対応といたしましては、来月、保健福祉課の事業説明会を開催いたします

ので、各地区で住民の意見や需要を伺いながら、どういった支援ができるのか検討

してまいりたいと考えております。 

○議長（早田吉臣君） ５番、園田議員。 

○５番（園田 久君） 今後ですね高齢者の方の多様な要望に応じられるようにですね、

今は私がお伺いした範囲での話ですけれども、これからはそういうような庁内での

こういう話があった場合に、誰かがそういうような高齢者の方の様々な要望に応え

る担当、高齢者の困りごと係とかそういう方を一応担当をつくっていただいて、そ

の方がそういうような内容をお聞きしてシルバー人材センターが主になりますけれ

ども、そこでやっていただく仕事、そこで対応できない仕事、いろいろありますの

で、そういうようなところをですねそこを調整していただくなり紹介していただく

なりして、高齢者の方がですね、今47％とおっしゃいましたけども、それが皆さん

がこの支援の事業を利用できるように、一応検討していただきたいということでご

ざいます。村長、最後によろしくお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 木下村長。 

○村長（木下丈二君） お答えいたします。 

今、議員の御指摘のとおりに村では高齢化率が50％を超えまして、その中でも特

に75歳以上の独り暮らし、二人暮らしの世帯も増えてきているというふうに聞いて

おります。そういう中で、今取り上げていただきました高齢者の世帯日常生活支援

事業、これについてはもともとスタートしたときにはコロナ禍の中で身内の方も移

動が制限がされたということで、それについての例えば家の中の掃除とか家具の配

置換えとか模様替えとか庭の掃除ができない、親戚も帰ってこない、子どもも来な

いという中で、それでは高齢者の支援をやりましょうということでスタートしまし

て、それについてお助け券的な券をつくって、そのときに支援をしたという経緯で、

非常にこれは高齢者の皆様から好評いただいておりまして、今まで継続をしている
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事業であります。 

もう１点は、先ほど御紹介いただいた笑顔給付金も、特に夏場は暑くなってきま

すとなかなかエアコンが付いておってもなかなか電気も入れない、節約をしてもっ

たいないということで、そういうことで屋内での熱中症がありますので、そういう

ことがないようにということで２万円給付をして、電気代、冬の燃油代に充ててく

ださいということでそういうのも今、笑顔給付金ということでやらせていただいて

おります。 

村民全体については物価高ということで、この前、五木の子守券を皆さんに使っ

ていただくということで、１名３万円の券を配付しまして、どうにか皆さん全体を

支えていこうということで行政も取り組んでおります。 

そういう中で、村山課長のほうも答弁がありましたように、来月、福祉事業の説

明会で各地区を回っていきますので、そういう細かいところの要望もしっかり聞き

ながら、その需要に応じたいろんな政策をとっていきたいというふうに思います。 

最後に園田議員のほうからあったように、担当課のほうでそういう困りごとの受

付の担当とか、何か電話でもお知らせすればという話ですけども、これについては、

今、福祉課と社会福祉協議会のほうで一緒になってそういう支援をやっております

ので、福祉協議会、また担当課のほうにもそういう視点でどうにか対応窓口を１つ

に限定するなり、それはちょっと一緒に協議をしながら進めていきたいというふう

に思っております。 

以上です。 

○議長（早田吉臣君） 村山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（村山義治君） シルバー人材センターでできないような作業をどうす

るかというところでございますが、これにつきましては保健福祉課を窓口といたし

まして、関係所管課とか村内事業所と連携し、支援できる体制について検討してま

いりたいと考えております。 

○議長（早田吉臣君） ５番、園田議員。 

○５番（園田 久君） それでは、そういう対応を取っていただいて、47％からですね

笑顔給付金のように100％近く、皆さんがそれによって高齢者の笑顔、そういうと

ころを目的にされておりますので、それを活用することによって喜びを感じるよう

な方向に向けて進めていただきたいと思います。これで、１番目の質問を終わりま

す。 

続きまして、２番目の質問でございます。携帯電話の利用拡大についてというこ

とでございます。五木村内の各集落で携帯電話の利用が困難な地区、１つは伺って

いるところでは吐合地区は利用できない地区があるということを地区の人から伺っ
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ております。ほかにも村内で携帯電話の通話が困難なところがあるかどうかをお尋

ねします。担当課長、よろしくお願いします。 

○議長（早田吉臣君） 竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） お答えします。 

まず、ＮＴＴドコモのみを前提とした話をさせていただきます。実際あります。

場所としては、宮園地区の一部とちょっと上流側、平野地区、それから野々脇地区

も若干入りにくいという話がありました。外では入るけど、家の中では入らないと

いう話です。その家庭の方は対応ができていますけど、そういうところがあります。 

○議長（早田吉臣君） ５番、園田議員。 

○５番（園田 久君） そのような村内の地区でまだ通話が困難な地区について、どの

ように解消するか、その検討はされておりますか。 

○議長（早田吉臣君） 竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） お答えします。 

まず、さっきの野々脇地区のある家庭は、ドコモに連絡してもらって、我が家も

ですけれども、レピーターという機械があります、うちも付けました。そのほかで

検討しているかと、去年の９月29日にドコモのほうに再三お願いしています、どう

にかならないかということで、提案を受けました。中身が、採算が合わないからド

コモではできませんと、前提が。村のほうで費用を出してもらったら、うちのほう

で鉄塔とか建てます。ざっくり言います、平野地区、宮園一部をカバーできるよう

になるのは２基必要だと。土地の提供は五木村でお願いします。土地の提供はフェ

ンスとか合わせて５メーター、５メーターです。鉄塔が14メーターです。問題なの

は金額です。１基建てるのに3,500万円。２基必要ですので7,000万円。実は、この

ときに令和８年度の予算にどうしようかと、午前中ありました過疎債しかないもの

ですから、7,000万円もまた借金が出るということでちょっとこれは無理かなとい

うことで、令和８年度の予算には反映していないのが現状です。 

○議長（早田吉臣君） ５番、園田議員。 

○５番（園田 久君） 私のところはですね、以前、熊本国体があったときに入るよう

に設備を付けていただいた。それから30年ですね入るような状況です。まだ、いま

だかつて入らない、もう30年以上やってもそういう利用ができないところがあると

すればですね、私はその方々のところも、今、携帯電話は必須アイテムですよね。

できれば、同じように村内の方、どこでもとはいいませんけれども、自分の住んで

いるところでは使えるように、また、さっきからも出ましたように、移住者の方も

お願いして、入らないところ、入るところがあって、またそういうところで不便も

掛けるとかいろいろあります。そこを一遍にどうこうというのは、やっぱり先ほど
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言われたように難しいところがありますので、計画的にですねそのところも各地区、

通話ができない地区の解消に向けて何とかやっていただきたいということですけれ

ども、どうでしょうか。 

○議長（早田吉臣君） 竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） お答えします。 

先ほど申したとおり、多額のお金が必要ということで、今ちょっと止まっている

状態。ただ、国庫補助事業なんかを今年度に探してみて、来年度、国庫補助金がど

のくらい、２分の１とかそういうのが付けばやれるとは申しません、ただ、２分の

１としても、さっき7,000万と言いましたので3,500万は借金と。やっぱりドコモさ

んに何回言っても、営利企業なものですから嫌と、首を縦に振りません。五木村さ

んがお金を出してくれればということで、ちょっとそこは検討と申しますか、考え

させてもらいたいと思います。 

○議長（早田吉臣君） ５番、園田議員。 

○５番（園田 久君） その話をお伺いしますと、ちょっと次の質問があれなんですけ

ども。私は下梶原地区で毎年、御存じの方もいらっしゃると思いますけども、焼畑

をやっております。そこには伝統継承を目的とした中学校、林大、一般の方に向け

て100人以上の規模でやっております。この場合も通話ができない。大規模林道沿

いというのは、さっきも出ました白蔵線、県道白蔵線の工事も進めてあります。そ

れから林業系の会社も1,800ha県有林もございます。観光客も狩猟者もたくさんの

方が利用されておりまして緊急時の連絡もあります。そして大水の日の対応もあり

ます。業務上の連絡等もございます。支障が多いところですので、今の話を聞くと、

あそこが通話できる状態には困難なことだとは思いますけれども、ここを付けると

カバーがする範囲が広がるとかそういうところをですね選んでいただきながら、近

くでいくと通話ができるエリアを設けていただいて、何かあったらそこまで行く、

そのような形ででもですねどうにかできないか。一番大規模林道を利用することに

なるのは熊本県が1,800ヘクタールありますので、県なり、業者さん系の方もござ

いますので、方にも話を持っていけばまた協力していただけると、それは私が今、

勝手な。いろんな方、各方面にお願いするなりして、何とかそういうところをです

ねエリアを下梶原地区でもですねつくっていただけるように御要望したいと思いま

す。いかがでしょうか。 

○議長（早田吉臣君） 竹村総務課長。 

○総務課長（竹村文秀君） お答えいたします。 

私も建設課時代、大規模林道が通じないなと、困ったというか、役場と連絡を取

るときにつながらないなと思ったことは何回もあります。それから、議員おっしゃ
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るとおり、事故等を考えたときに携帯電話がつながらないと、つながるところまで

行って、その間時間が空きますので、私も必要とは感じている次第です。 

先ほど申したとおり、営利目的の会社であって、やってはもらえないのかなと感

じてはいるところです。必要性はわかります。 

それから、先ほど村道白蔵線の話をされて、あそこが地すべりで、あそこの上に、

そこは地すべりがあっているせいで線を取っております。あれがもし復帰できたら

少しは大規模がつながるんじゃないかなという気はしています。まだちょっと調べ

ています。あそこが今、線を止めていますので、まだつながらない状態であります。 

それから、緊急時の手段と申しますか、スターリンクといって人工衛星、それも

天候によってデータ通信ぐらいしかできない。詳しい職員に聞いたら、ＬＩＮＥ電

話はできるようですよみたいな感じで、できたらそっちのほうを使ってもらったほ

うが早いのかなと。先ほど申した検討というか何か考えてみたいとは思っています。 

○議長（早田吉臣君） ５番、園田議員。 

○５番（園田 久君） これで、私の一般質問を終わります。 

○議長（早田吉臣君） これで、園田議員の一般質問を終わります。 

   以上で、４名の方の一般質問が終了しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 質疑 

○議長（早田吉臣君） 日程第２ 議案の質疑を行います。 

昨日までに議案第48号までの質疑が終了しております。全議案に対して質疑漏れ

などございませんか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） それでは、これで質疑なしと認め、これで全議案に対する質疑

を終わります。 

議案に対する質疑が終了いたしましたので、質疑の終結を宣告します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 討論 

○議長（早田吉臣君） 日程第３ 討論を行います。 

承認第２号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで承認第２号の討論を終わります。 

次に、承認第３号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで承認第３号の討論を終わります。 
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次に、議案第38号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで議案第38号の討論を終わります。 

次に、議案第39号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで議案第39号の討論を終わります。 

議案第40号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで議案第40号の討論を終わります。 

次に、議案第41号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで議案第41号の討論を終わります。 

次に、議案第42号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで議案第42号の討論を終わります。 

次に、議案第43号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで議案第43号の討論を終わります。 

次に、議案第44号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで議案第44号の討論を終わります。 

次に、議案第45号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで議案第45号の討論を終わります。 

次に、議案第46号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで議案第46号の討論を終わります。 

次に、議案第47号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで議案第47号の討論を終わります。 

次に、議案第48号の討論を行います。討論ございませんか。 

［「ありません｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 討論なしと認め、これで議案第48号の討論を終わります。 

議案に対する討論が終了しましたので、ここで討論の終結を宣告します。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 採決 

○議長（早田吉臣君） 日程第４ 議案の採決を行います。 

承認第２の採決を行います。原案のとおり承認することに賛成の方は挙手を願い

ます。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、承認第２号は原案のとおり

承認されました。 

次に、承認第３号の採決を行います。原案のとおり承認することに賛成の方は挙

手を願います。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、承認第３号は原案のとおり

承認されました。 

次に、議案第38号の採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方は挙

手を願います。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、議案第38号は原案のとおり

可決されました。 

次に、議案第39号の採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方は挙

手を願いします。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、議案第39号は原案のとおり

可決されました。 

次に、議案第40号の採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方は挙

手を願います。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、議案第40号は原案のとおり

可決されました。 

次に、議案第41号の採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方は挙

手を願います。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、議案第41号は原案のとおり

可決されました。 

次に、議案第42号の採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方は挙
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手を願います。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、議案第42号は原案のとおり

可決されました。 

次に、議案第43号の採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方は挙

手を願います。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、議案第43号は原案のとおり

可決されました。 

次に、議案第44号の採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方は挙

手を願います。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、議案第44号は原案のとおり

可決されました。 

次に、議案第45号の採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方は挙

手を願います。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、議案第45号は原案のとおり

可決されました。 

次に、議案第46号の採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方は挙

手を願います。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、議案第46号は原案のとおり

可決されました。 

次に、議案第47号の採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方は挙

手を願います。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、議案第47号は原案のとおり

可決されました。 

次に、議案第48号の採決を行います。原案のとおり決定することに賛成の方は挙

手を願います。 

［賛成者 挙手］ 

○議長（早田吉臣君） 全員賛成であります。したがって、議案第48号は原案のとおり

可決されました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議員派遣について 

○議長（早田吉臣君） 日程第５ 議員派遣について、議題とします。 

お手元に配付しております議員派遣については、このように決定したいと思いま

すが、御異議ございませんか。 

［「異議なし｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 異議なしと認め、議員派遣の件につきましては、お手元に配付

してありますとおり決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 閉会中の継続審査・調査について 

○議長（早田吉臣君） 日程第６ 閉会中の継続審査・調査について、議題とします。 

お手元に配付してありますとおり、各委員長から閉会中の継続審査・調査につい

て申出があっておりますので、一括してお諮りします。申出のとおり、閉会中にお

いて審査・調査をすることに御異議ございませんか。 

［「異議なし｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 異議なしと認め、各委員長からの申出のとおり、閉会中におい

て審査・調査をすることに決定をしました。 

暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時46分 

再開 午後２時46分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（早田吉臣君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

お諮りします。本定例会に付託された事件はすべて終了しました。したがって、

本日閉会したいと思いますが、御異議ございませんか。 

［「異議なし｣と呼ぶ者あり］ 

○議長（早田吉臣君） 異議なしと認め、本定例会は本日で閉会することに決定いたし

ました。 

令和８年第２回五木村議会定例会を閉会します。 

大変お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後２時46分 
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上記会議次第は事務局長の記載したものであるが、その内容が正確であることを認め 

るためここに署名します。 
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